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第２編 

第２章 

心のうちに住む主 

 
第第第第１節１節１節１節    

 

é[qéuk- ovac 
Wv& Paura Daar<aYaaTMaYaaeiNa‚ 
  NaRía&  SMa*iTa&  Pa[TYavåDYa TauíaTa( ) 
TaQaa SaSaJaeRdMaMaaegad*ií‚ 
  YaRQaaPYaYaaTa( Pa[aGa( VYavSaaYabuiÖ" )) 1 )) 

 

çré-çuka uväca 

evaà purä dhäraëayätma-yonir 

nañöäà småtià pratyavarudhya tuñöät 

tathä sasarjedam amogha-dåñöir 

yathäpyayät präg vyavasäya-buddhiù 
 
 çré-çukaù uväca—シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが言った; evam—まったく同

じように; purä—宇宙の具現に先だって; dhäraëayä—そのような概念によって; ätma-yoniù—ブ

ラフマジーの—失われた; småtim—記憶; pratyavarudhya—意識を回復させることで; tuñöät—主

をなだめることで; tathä—その後; sasarja—創造した; idam—この物質界; amogha-dåñöiù—明確

な視野を達成した者; yathä—〜として; apyayät—創造した; präk—以前のように; vyavasäya—確

認した; buddhiù—知性。 
 
 シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが言った。「昔、主ブラフマーは、宇宙を創

造するまえ、ヴィラートゥ・ルーパを瞑想し、そして主をなだめることで失っていた意識をと

りもどした。こうして、宇宙を以前の状態に作りなおすことができたのである」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 
 シュリー・ブラフマジーについてこの節が言っているのは「忘却」です。ブラフマジーは主
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の物質的属性の一つを表わす化身です。物質自然界の激情の様式の化身ですから、美しい物質

的現象界を創造する力を主からさずかっています。それでも、無数の生命体の一人であること

から、自分が創造エネルギーを持っていることを忘れることがあります。生命体――ブラフマ

ーから最下等の小さなアリまで――がそなえている忘却という傾向は、主のヴィラートゥ・ル

ーパを瞑想することで打ちけすことができます。その機会が人間になると与えられ、『シュリ

ーマド・バーガヴァタム』の教い、そしてヴィラートゥ・ルーパを瞑想すれば、純粋な意識が

復活し、同時に、主との永遠な絆を忘れてしまう傾向が打ちけされます。忘却する傾向がなく

なれば、『バガヴァッド・ギーター』（第２章・第41節）で言われているvyavasäya-buddhi

「ヴャヴァサーヤ・ブッディ」がすぐに作られます。この結果、主への愛情奉仕に導き、そし

て生命体に必要な知識が保証されます。神の国は無限です。無限だからこそ主の補佐する手も

無限です。『バガヴァッド・ギーター』（第13章・第14節）は、主が宇宙のすみずみまで手・

足・目・口を持っていることを断言しています。これは、ジーヴァ・生命体と呼ばれるさまざ

まな質を持つ拡張体が主の手であることを指しており、全生命体が主に特定の形で仕えている

ために存在しています。条件づけられた魂は、ブラフマーの地位にさえいても、偽りの自我に

よって作られた幻想・物質エネルギーに影響され、このことを忘れてしまいます。偽りの自我

は、神の意識が得られるよう強く祈ることで消しさることができます。解放とは、忘却という

眠りから抜けだすこと、そして主への真実の愛情奉仕をすることであり、それがブラフマーの

例でしめされています。ブラフマジーの奉仕は、解放された境地でする奉仕の模範であり、ま

ちがいと忘却だらけのいわゆる利他主義とはまったく質が違います。解放とはなにもしなくな

ることではありません。人間にそなわっている「まちがえる特質」とは無縁の奉仕なのです。 

 

第２節第２節第２節第２節    
 

XaaBdSYa ih b]ø<a Wz PaNQaa 
  YaàaMai>aDYaaRYaiTa DaqrPaaQaŒ" ) 
Pair>a]Ma&STa}a Na ivNdTae_QaaRNa( 
  MaaYaaMaYae vaSaNaYaa XaYaaNa" )) 2 )) 

 

çäbdasya hi brahmaëa eña panthä 

yan nämabhir dhyäyati dhér apärthaiù 

paribhramaàs tatra na vindate 'rthän 

mäyämaye väsanayä çayänaù 
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 çäbdasya—ヴェーダの音の; hi—確かに; brahmaëaù—ヴェーダの; eñaù—これら; panthäù—そ

の方法 ; yat—〜であるもの ; nämabhiù—異なる名前で ; dhyäyati—熟考する ; dhéù—知性 ; 

apärthaiù—無意味な考えで; paribhraman—さまよっている; tatra—そこに; na—決して〜ない; 

vindate—楽しむ; arthän—現実性; mäyä-maye—幻想的な物事に; väsanayä—さまざまな望みによ

って; çayänaù—眠りの中で夢を見ているように。 
 

 ヴェーダの音の表現は聞くものを困惑させるものであり、人々の知性を天国のような無意味

な道に向かわせようとします。条件づけられた魂は、そのような天国の幻想的快楽という夢の

なかをさまよってはいても、じつは、そこで実体のある幸福感を味わっているわけではない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 条件づけられた魂は、物質界で幸せになるために、宇宙が終わるときまででさえ、さまざま

な計画をたてることに奔走しています。自分の能力を最大限駆使して資源を搾取してきたこの

地球で得られる快適な環境にでさえ満足していないのです。月や金星までにでさえ行くつもり

で、そこにある資源を利用しようとしています。しかし主は、『バガヴァッド・ギーター』（第

８章・第16節）で、この宇宙にある無数の惑星すべて、あるいは別の天体系の惑星すべてに価

値はまったくない、と警告しています。無数の宇宙があり、そのすべてのなかに無数の惑星が

あります。でも、物質存在の主要な苦しみである誕生の苦しみ、死の苦しみ、老年の苦しみ、

病気の苦しみから免れる場所は一つもありません。このような物質的な苦しみがあるからこそ、

頂点の惑星であるブラフマローカやサッテャローカと呼ばれる頂点の惑星でさえ、幸せに住め

る場所ではない、と主は言います（ならば、天界の惑星のような他の惑星など言うにおよびま

せん）。条件づけられた魂は果報的活動の法則に厳格に支配されており、そのために、メリー

ゴーランドに乗った幼稚な子どもたちのように、ブラフマローカに昇ったり、そしてふたたび

パーターラローカにまで転落したりしています。ほんとうの幸せは神の国にあり、そこではだ

れも物質存在の苦しみを経験する必要がありません。ですから生命体に用意された果報的活動

というヴェーダの方法は、じつはかれらをまちがって導いているのです。ある人はこの国あの

国でもっと豊かな生活をしたいと考えていますが、物質界はどこでも、ほんとうの生涯の望み

である永遠な生活、知性で満たされ、また完璧な幸せに満たされた生活は味わえません。間接

的に、シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、マハーラージャ・パリークシット

に断言しています、生涯の最期に、いわゆる天国の惑星に行きたいなどとは思ってはいけない、

ふるさとに、神のもとに帰る準備をしなくてはならない、と。どの物質惑星も、あるいはそこ

で得られる快適な生活環境も、いつまでもつづきません。そこで楽しみがあるとしても、その
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ような一時的な幸福を楽しむことをほんとうに敬遠するきもちがなくてはなりません。 

 

第第第第３節３節３節３節    
    

ATa" k-ivNaaRMaSau YaavdQaR" 
  SYaadPa[Mataae VYavSaaYabuiÖ" ) 
iSaÖe_NYaQaaQaeR Na YaTaeTa Ta}a 
  Pairé[Ma&  Ta}a  SaMaq+aMaa<a" )) 3 )) 

    
ataù kavir nämasu yävad arthaù 

syäd apramatto vyavasäya-buddhiù 

siddhe 'nyathärthe na yateta tatra 

pariçramaà tatra samékñamäëaù 
    
 ataù—この理由で; kaviù—賢い人物; nämasu—名前だけの; yävat—最低限度; arthaù—必要性; 

syät— 〜 で な く て は な ら な い ; apramattaù— そ れ ら の た め に 狂 奔 す る こ と な く ; 

vyavasäya-buddhiù—知的に立脚して; siddhe—成功のために; anyathä—そうでなければ; arthe—

〜への関⼼の中で ; na—決して〜すべきではない ; yateta—〜への努力 ; tatra—そこに ; 

pariçramam—懸命に働いている; tatra—そこに; samékñamäëaù—実際に見る者。 
    
 このためにも、賢い者は、名前にあふれた世界に住んでいるうちは最低限必要なもののため

に努力すべきである。揺るぎない知性に支えられるべきであり、無駄なことのために重労働に

励んでも結局はなにも得られないことをよく見抜いたうえで、不必要なことのために努力すべ

きではない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 バーガヴァタ・ダルマ、すなわち『シュリーマド・バーガヴァタム』の文化は、献愛者が時

間の無駄と考える果報的活動の生き方とはまったく違います。全宇宙、いや物質存在そのもの

すべてが、jagat（ジャガトゥ）として動いており、だれもが自分の地位を快適・安全にするためだ

けに計画することしか考えていません。そして本人たちも、物質的な生活がじつは快適でも安

全でもない、または世界がどれほど発達しても快適にも安全にもなれないことを知っています。

妄想の道でしかない物質文化というまぼろしの発展に魅了されている人々は、まちがいなく狂

っています。物質創造界全体が名前というごまかしで動いています。土・水・火という物質で
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作られた幻惑の世界なのです。建物、家具、車、邸宅、製粉所、工場、産業、平和、あるいは

原子力や電子工学を含む物質科学の最高完成でさえ、三様式に伴う反動による物質要素で作ら

れた幻想の名前の産物です。主の献愛者はそのことがよくわかっていますから、波が作る泡ほ

どの価値もない名前で満ちた空想の世界のために、不要なものを作ることには無関⼼です。偉

大な王、指導者、兵士と言われた人々も、ほんとうは歴史に自分の名前を刻むために互いに争

っています。しかし献愛者は、歴史も歴史的人物も、不安定な時が作り出した無価値な産物に

すぎないことを悟っています。果報のために働く人々は、富、女性、世俗の崇拝という形で壮

大な幸運を欲しがっていますが、完璧な世界に没頭している人々はそのような偽りの物事には

まったく関⼼がありません。どれも時間の無駄にすぎないからです。人間生活の一瞬一瞬が貴

重であり、賢い人は、よく気をつけたうえで時間を利用すべきです。物質界で幸福になる計画

のために費やした時は、たとえ一瞬でも、金貨をどれほど積んでも、なにがあっても取り戻せ

ません。ですから、そのマーヤーの支配、あるいは幻想的な活動の生活から解放されることを

望む超越主義者は、この節で、果報的活動者の外的様相に⼼を奪われてはならない、と警告さ

れています。人間生活は感覚を満たすためにあるわけではなく、自己を悟るためにあります。

『シュリーマド・バーガヴァタム』は、最初から最後まで、この唯一の主題ために私たちに教

えを授けています。人間生活はただ自己を悟るためにあります。このもっとも気高い完成を目

指す文化は、不必要な物事を作ることにおぼれることはなく、そしてそのような完璧な文化は、

私たちを、必要最低限度のものを受けいれるように、すなわち逆境に善処する原則に従うよう

導きます。その関係で言えば、肉体も生活も逆境、と言えます。生命体は精神魂ですし、精神

的高まりをなんとしても達成しなくてはならないからです。人間生活はこの重要な点を悟るた

めにあり、その理解にもとづいて行動しなくてはなりません。物質的な楽しみを狂ったように

求めるのは、自分のエネルギーを真の目的以外に使うのと同じですから、⼼をそのような物事

に逸らせてはなりません。神からの贈り物にもっと依存し、生活に最低限度必要なものを受け

いれる生活をすべきです。物質主義的な発達にもとづく文化は「悪魔の文化」と呼ばれ、私た

ちを最後には戦争やさまざまな不足におとしいれます。この節では超越主義者に対して、⼼を

固定させるようとくに警告されており、それができれば「質素な生活に高邁な思考」の生き方

をしているときに困難に直面しても、堅い決意からほんの少しも動くことはありません。超越

主義者にとって、感覚満足の世界と親しく接することは自殺と同じです。人生の窮極的な利益

を挫折させてしまうからです。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーがマハーラージャ・パリー

クシットに会ったとき、後者はそのような出会いを必要としていました。超越主義者の義務は、

⼼から解放を望んでいる人たちを助ける、解放できるきっかけを与えることにあります。シュ
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カデーヴァ・ゴースヴァーミーは、マハーラージャ・パリークシットが偉大な王として世界を

治めていたときには一度も出会っていなかったことも、見逃してはなりません。超越主義者の

活動のあるべき姿について、次のシュローカで説明されています。 

 

第４節第４節第４節第４節    
    

SaTYaa& i+aTaaE ik&- k-iXaPaae" Pa[YaaSaE‚ 
  baRhaE  SviSaÖe  ùuPabhR<aE" ik-Ma( ) 
SaTYaÅl/aE ik&- PauåDaaàPaa}Yaa 
  idGvLk-l/adaE SaiTa ik&- dukU-lE/" )) 4 )) 

    
satyäà kñitau kià kaçipoù prayäsair 

bähau svasiddhe hy upabarhaëaiù kim 

saty aïjalau kià purudhänna-pätryä 

dig-valkalädau sati kià dukülaiù 
    
 satyäm—所定の場所にいて; kñitau—平らな地面; kim—どこに必要性があるか; kaçipoù—寝台

の; prayäsaiù—〜のために努力している; bähau—腕; sva-siddhe—自給自足である; hi—確かに; 

upabarhaëaiù—ベッドとベッドの台; kim—その必要性; sati—存在して; aïjalau—手のひら; 

kim—その必要性; purudhä—さまざまな; anna—食べられるもの; pätryä—食器で; dik—空間; 

valkala-ädau—木の皮; sati—存在して; kim—〜の必要性; dukülaiù—衣服。 
    
 横たわるに充分な平坦地があれば、寝台など必要だろうか。自分の腕が使えるのであれば、

枕などいるだろうか。手のひらが使えるのであれば、さまざまな食器が必要だろうか。充分な

布や木の皮があれば、衣服が必要だろうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 体を守ったり快適に保ったりする生活必需品は、いたずらに増やすべきではありません。人

の力は、そのようなはかない幸せのために使われると無駄になるものです。床に横たわれるの

であれば、立派なベッドや柔らかいふとんのために時間をかける必要があるでしょうか。自然

が与えてくれた自分の柔らかい腕を枕がわりに使って眠れるのであれば、枕を買う必要はあり

ません。動物たちが暮らしている様子を見れば、かれらには大きな建物や家具、世帯道具を作

る知性がないことはわかりますが、それでも屋外に横たわって体をこわすことなく生きていま
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す。料理も食糧を準備するすべも知らなくても、人間よりもシンプルで元気に暮らしています。

しかし、こういう話をするのは、なにも人間文化が動物の生活にもどすとか、文化、教育、道

徳観などを捨てて、裸でジャングルに住めばいい、と言っているのではありません。知性ある

人間は動物のような生活はできません。逆に、人間なら知性を使って芸術、科学、詩歌、哲学

を高めるべきです。それができれば、高尚な人間生活をさらに前進させることができます。し

かし、この節でシュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが言いたいのは、人間生活に

用意され、また動物よりもはるかに優れているエネルギーは、自己を悟るためだけに使われる

べきだということです。人間文化の発達は、失われた神との絆をよみがえらせるために向けら

れるべきであり、それはほかの生物では叶いません。物質現象界の無価値さを知り、物質界を

むなしく過ぎ去っていく幻想と捉え、人生の苦しみを解決するために努力しなくてはなりませ

ん。洗練された動物文化で感覚を満たす自己満足は幻想であり、それは「文化」とは呼べませ

ん。そのような偽りの活動にはしるのは、人間はマーヤー・幻想にあやつられている、という

ことです。いにしえの偉大な聖者たちは、豪華な家具や快適な生活ができる邸宅に住んでいた

わけではありません。小屋や森に住み、平坦な場所であればどこでも生活していましたが、な

おかつ完璧で高尚な知識を収めた膨大な書物という宝物を残しています。シュリーラ・ルーパ・

ゴースヴァーミーやシュリーラ・サナータナ・ゴースヴァーミーは、最高級の大臣の地位を捨

てたあと、一晩ごとに木を変えて暮らしつつ、超越的な知識を書きしるした膨大な書物を残す

ことができました。同じ木の下で二晩寝ることがなかったほどですから、いま見られるような

快適な環境の整った部屋に住んでいたわけがありません。それでも、自己を悟るためのもっと

も重要な文献を私たちに残しました。快適な生活環境が進歩的な文化の助けになるわけではあ

りません。逆に、精神的に高められる生活には有害になったりします。ヴァルナーシュラマ・

ダルマでは、４つの社会階級と４つの進歩的な悟りのための階級には、高尚な生活のための充

分な便宜と教えが用意されており、誠実な従者は、望ましい人生の目標を達成できるよう、自

分からすすんで放棄の生活をするよう助言されています。幼いころから放棄の生活や自己犠牲

の生活に不慣れであれば、晩年になったときに、シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァー

ミーが勧める生活に慣れるよう努力すべきであり、その⼼がまえが、望ましい成功を手にいれ

る助けになります。 

 

第５節第５節第５節第５節    
    

cqrai<a ik&- PaiQa Na SaiNTa idXaiNTa i>a+aa& 
  NaEvax(iga]Paa"  Par>a*Ta"  SairTaae_PYaéuZYaNa( ) 
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åÖa Gauha" ik-MaiJaTaae_viTa NaaePaSaàaNa( 
  k-SMaad( >aJaiNTa k-vYaae DaNaduMaRdaNDaaNa( )) 5 )) 

    
céräëi kià pathi na santi diçanti bhikñäà 

naiväìghripäù para-bhåtaù sarito 'py açuñyan 

ruddhä guhäù kim ajito 'vati nopasannän 

kasmäd bhajanti kavayo dhana-durmadändhän 
    
 céräëi—破れた服; kim—〜かどうか; pathi—道路に; na—〜しない; santi—〜がある; diçanti—

慈善を施す; bhikñäm—布施; na—〜しない; eva—もまた; aìghripäù—木々; para-bhåtaù—ほかの

者を維持する者 ; saritaù—川 ; api—もまた ; açuñyan—干上がって ; ruddhäù—閉ざされて ; 

guhäù—洞穴; kim—〜かどうか; ajitaù—全能の主; avati—保護する; na—〜しない; upasannän—

服従した魂; kasmät—ならばなんのために; bhajanti—へつらう; kavayaù—博識な者; dhana—富; 

durmada-andhän—〜に陶酔しすぎて。 
    
 ぼろは道ばたにいくらでも落ちている。生き物を養うために生きる木がもう慈善を施さなく

なったと思うか。川が干上がり、喉の渇きをいやす水が飲めなくなったとでも言うのか。山の

洞窟が埋まったのか、いやそれよりも、身をゆだねようとする魂を全能の主が守ってくれなく

なったとでも言うのか。ではなぜ博識な聖者たちは、苦労して貯めた富に陶酔している者たち

に物乞いしているのか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 放棄階級の生活は、まるで寄生虫のように人に物乞いをしたり、金をせびったりして生きる

ために用意されているのではありません。「寄生虫」を辞書で見ると、社会に依存しつつその

社会に貢献しない追従者、とあります。放棄階級は社会のためになることを提供する地位であ

り、暮らしを世帯者に頼る生活ではありません。真摯な托鉢僧が世帯者から布施を受けいれる

のは、寄付者が明確な恩恵が得られるよう聖者が用意した機会なのです。サナータナ・ダルマ

の制度では、托鉢僧に布施を差し出すことは世帯者の義務の一つであり、経典でも、世帯者は

托鉢僧と家族の子どものように接し、乞われなくても食べ物や衣服などを差しだすもの、と述

べられています。ですから偽物の托鉢僧が、誠実な世帯者が持つ慈善の⼼につけこむことがあ

ってはなりません。放棄階級者の最初の義務は、文筆活動をとおして人間社会に貢献し、自己

を悟るための教えを人類に与えることにあります。シュリーラ・サナータナ、シュリーラ・ル
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ーパ、そのほかのヴリンダーヴァナのゴースヴァーミーたちが従っていた放棄生活のなかでも

主要な義務は、ヴリンダーヴァナのセーヴァークンジャ（シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァ

ーミーが設置したシュリー・ラーダー・ダーモーダラ寺院、そして現在シュリーラ・ルーパ・

ゴースヴァーミーとシュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーが埋葬されているほんとうのサ

マーディ墓碑）で、博識な論議をたがいに交わすことでした。人類すべての恩恵のために、か

れらは超越的な重要性を持つ膨大な文献を世に残しました。同じように、進んで放棄階級の生

活を受けいれたアーチャーリャすべては、人間社会が幸せになることが目的であって、他人を

犠牲にして快適かつ無責任に暮らすことはしませんでした。しかし、そのような貢献ができな

い者は、食べ物を乞うために世帯者を訪ねるべきではありません。托鉢僧が世帯者にパンを求

める行為は、もっとも高い階級そのものに対する冒涜だからです。シュカデーヴァ・ゴースヴ

ァーミーは、生計の問題を解決するためにこの階級を受けいれた者に対してとくに警告してい

ます。そのたぐいの托鉢僧がカリ時代にあふれています。意欲的に、あるいはやむをえない事

情で托鉢僧になった人は、至高主が宇宙の全生命体の維持者であることに堅い信念と確信を持

っているはずです。ならば、主への奉仕に全身全霊をこめて身をゆだねるそのような魂を主が

養わないことがあるでしょうか。ふつうの主人なら、召使いが必要としているものを叶えてあ

げるはずですから、全能ですべての富を持つ至高主が身をゆだねた魂の生活に必要なものを出

さないことがあるでしょうか。托鉢僧の献愛者は、だれにも乞わずに質素で小さな腰巻きをま

とうのが決まりになっています。道路に捨てられているような破れた布を体に巻くだけです。

空腹になれば、くだものを落とす寛大な木のところに行き、喉が渇けば川の水を飲みます。快

適な家に住む必要はありませんが、丘の洞穴を見つけ、全生命体の⼼臓に住んでいる神に身を

ゆだね、密林に住む動物を怖がってはなりません。主は密林に住む⻁やほかの動物に、主の献

愛者を邪魔しないよう命じることもできます。主チャイタンニャの偉大な献愛者ハリダーサ・

タークラは、ある洞穴に住んでいましたが、たまたま猛毒の大蛇もいっしょにそこに住んでい

ました。ハリダーサ・タークラの信奉者がよく訪ねてくるのですが、蛇を恐れたかれらは、タ

ークラに別の場所に移ったらどうか、と頼みました。ハリダーサ・タークラは、献愛者たちが

蛇を怖がり、それでも定期的に尋ねてくるので、その申し出を受けいれて出ていくことにしま

した。ところが、話がこのように決まったとき、客人たちが見ているなかで、蛇はその洞穴か

ら出ていきました。蛇の⼼臓のなかに住む主の指図で、蛇はハリダーサを優先し、邪魔しない

ために出ていったのでした。これが、タークラ・ハリダーサのような真摯な献愛者を主が守る

確かな例です。サナータナ・ダルマの原則では、どのような状況でも主の保護に依存すること

を若いころから修練することになっています。放棄の道は、完全に悟って完全に純粋な境地に
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なった人が受けいれるよう勧められています。この境地は『バガヴァッド・ギーター』（第16

章・第５節）でdaivé sampat（ダイヴィー サンパトゥ）と表現されています。人間はこのダイヴィー・

サンパトゥ「精神的財産」を積まなくてはなりません。それができなければ、次の選択肢、す

なわちäsuré sampat（アースリー サンパトゥ）「物質的財産」がかれを征服し、やがて物質界のさま

ざまな苦しみを強いられるようになります。サンニャーシーはいつでも一人で住み、だれかを

伴うことなく、そして恐れのない境地にいなくてはなりません。主はだれもの⼼臓のなかに住

んでいますから、定められた方法をとおして純粋になっていない人は、自分一人しか見ること

ができません。しかし、放棄階級者は、この方法で自分を清めなくてはなりません。そうすれ

ばどこに行っても主の存在を感じ、（仲間がいなくても）なにをも恐れない⼼境になります。

だれでも恐れのない⼼境に、そして正直な人間になれます――それぞれの生活段階・階級に定

められた義務をはたして純粋になれば。ヴェーダの教えを信念をこめて傾聴し、主への献愛奉

仕をとおしてヴェーダ知識の真髄を吸収消化すれば、自分に定められた義務に立脚できるよう

になります。 

 

第第第第６節６節６節６節    
    

Wv& Svictae SvTa Wv iSaÖ 
  AaTMaa iPa[Yaae_QaaeR >aGavaNaNaNTa" ) 
Ta& iNav*RTaae iNaYaTaaQaaeR >aJaeTa 
  Sa&SaarheTaUParMaê     Ya}a )) 6 )) 

    
evaà sva-citte svata eva siddha 

ätmä priyo 'rtho bhagavän anantaù 

taà nirvåto niyatärtho bhajeta 

saàsära-hetüparamaç ca yatra 
    
 evam—このように ; sva-citte—自分の⼼臓の中の ; svataù—主の全能性で ; eva—確かに ; 

siddhaù—完全に表わされて; ätmä—至高の魂; priyaù—非常に愛しい; arthaù—本質; bhagavän—

最高人格主神; anantaù—永遠で無限な者; tam—主に; nirvåtaù—世界に無執着で; niyata—永遠

の; arthaù—至上の利益; bhajeta—崇拝しなくてはならない; saàsära-hetu—条件づけられた存在

の原因; uparamaù—終結; ca—確かに; yatra—〜であるものの中に。 
    
 このように意識を固定させたあと、全能の力で各生命体の⼼に住む至高の魂に奉仕をしなく
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てはならない。主は全能、永遠、無限の人格主神だからこそ、主が人生の窮極目的であり、主

を崇拝することで条件づけられた状況の原因を終わらせることができる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第61節）で確証されているように、最高人格主神シ

ュリー・クリシュナは、遍在する至高の魂としてどこにでもいます。主こそが真実の対象、そ

して幻想ではないため、ヨーギーは主だけを崇拝することができます。どの生命体も、別のな

にかに仕えています。もともと生命体は「なにかに仕える」立場にいますが、マーヤー・幻想、

あるいは条件づけられた状態にいるため、条件づけられた魂は幻想に仕えようとしています。

条件づけられた魂は、自分の一時的な体、妻、子どもといった体にかかわるもの、そして体と

体に関連するもの（家、土地、財産、社会、国など）を守るために働いていますが、その奉仕

のすべてが幻想であることを知りません。これまでなんども話しあってきたように、物質界は

砂漠の蜃気楼のように幻想です。砂漠にあるのは幻想の水であり、愚かな動物たちはその幻想

にだまされ、砂漠の奥へ奥へと入っていきます――どこにも水はないのに。しかし、砂漠に水

がないのは事実だとしても、水そのものがないとは言えません。賢い人なら、水はある、海に

行けばある、と知っていますが、その広大な水源は砂漠から遠く離れたところにあります。で

すから、水を探すなら、砂漠ではなく海のはずです。だれでもほんとうの幸せ、つまり永遠の

生活、永遠あるいは無限の知識、終わることのない喜びに満ちた生活を求めています。それで

も、なにを求めるべきか知らない愚かな人々は、幻のなかに真実の生活を見つけようとしてい

ます。体は永遠に生きつづけるわけではなく、この一時的な体にまつわるすべて、妻、子ども、

社会、国なども、体の変化とともに変わっていきます。これがサムサーラ（saàsära）「生老

病死の繰りかえし」です。人々はこれらの問題の答を探そうとしているのですが、その探し方

を知りません。この節で提案されているのは、生老病死の繰りかえしという苦しみの生涯を終

わらせたいと思う人は、『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第65節）で断言されているよ

うに、ほかのだれでもない、至高主を崇拝する方法を始めなくてはならない、ということです。

条件づけられた生活の元を断ちたければ、部分体である全生命体への自然な愛情ゆえにかれら

の⼼のなかに住んでいる主シュリー・クリシュナ（『バガヴァッド・ギーター』 第18章・第61

節）の崇拝を始めなくてなりません。⺟親の膝のうえにいる赤ん坊は、もちろん⺟親に執着し、

⺟親も赤ん坊に執着しています。でも、子どもが成⻑して環境に左右されると、しだいに⺟親

から離れるようになります。⺟親は、自分は忘れられても、幼いころから変わらぬ愛情をそそ

いできた大人の我が子からなにかの奉仕を待っています。同じように、私たちはだれもが主の
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部分体ですから、主はいつでも私たちに愛情をそそぎ、いつも私たちをふるさとに、神のもと

に帰そうとしています。ところが私たち条件づけられた魂は主のことを気にかけず、幻想でし

かない体にまつわることしか考えていません。ですから私たちは、自分自身を世界の幻想から

救いだし、主との再会を目ざさなくてはなりません。主が窮極の真理だからこそ、主に奉仕を

しなくてはならないのです。じつは私たちは、子どもが⺟親を求めるように主を求めています。

そして主を見つけるには、関係のない場所に行ってもなにもなりません――主がいるのは私た

ちの⼼のなかですから。といっても、寺院、協会、モスクなどの崇拝の場所に行かなくてもい

い、ということではありません。このような神聖な崇拝の場所にも主がいるのです。どこにも

いる方ですから。一般人にとって、これらの聖地は神の科学を学ぶセンターともいうべきとこ

ろです。寺院がなにもしなければ、一般人もそこには見向きもしなくなり、一般大衆は神を信

じなくなります。そして神を信じない文化が現状です。このようなおぞましい文化は生活環境

を不自然に高め、だれにとっても耐えがたい生活環境になっていきます。神を信じない文化の

なかに住む愚かな指導者たちは、その無神論の世界に平和と繁栄をもたらそうと、「物質主義」

という専売特許でさまざまな計画をたてますが、目ざしているものが幻想にすぎないため、大

衆が選びだすのは、解決策など出せない無能で盲目の指導者ばかり。神を信じない文化という

この異常事態を終わらせるには、『シュリーマド・バーガヴァタム』のような啓示経典の原則

に、そして物質的な利益に幻惑されないシュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのよう

な人物の教えに従わなくてはなりません。 

 

第第第第７節７節７節７節    
    

k-STaa& TvNaad*TYa ParaNauicNTaa‚ 
  Ma*Tae  PaéUNaSaTaq& NaaMa ku-YaaRTa( ) 
PaXYaÅNa& PaiTaTa& vETar<Yaa& 
  Svk-MaRJaaNa( PairTaaPaaÅuza<aMa( )) 7 )) 

    
kas täà tv anädåtya paränucintäm 

åte paçün asatéà näma kuryät 

paçyaï janaà patitaà vaitaraëyäà 

sva-karmajän paritäpäï juñäëam 
    
 kaù—ほかの誰か; täm—それ; tu—しかし; anädåtya—無視することで; para-anucintäm—超越

的な思い; åte—〜なしで; paçün—物質主義者; asatém—永遠ではない物事の中で; näma—名前; 
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kuryät—採りいれるだろう; paçyan—明確に見ている; janam—一般大衆; patitam—堕落した; 

vaitaraëyäm—ヴァイタラニー、苦しみの川で; sva-karma-jän—自分の活動から作り出されて; 

paritäpän—苦しんでいる; juñäëam—〜に襲われて。 
    
 自分の活動の結果として生じる苦しみの川に転落した大衆を見ても、そのような超越的な思

いを無視し、一時的で名ばかりの物事しか受けいれないのは、愚鈍な物質主義者以外にいるだ

ろうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 ヴェーダには、最高人格主神を度外視して半神にきもちが向いている者たちは、つれていか

れる先が屠殺場であることを知らずに牧夫についていく動物たちのようなものである、と言わ

れています。物質主義者たちも、そんな動物のように、至高の人物に対する超越的な思いを無

視するためにまちがって導かれていることを知りません。頭のなかをからっぽにすることは、

だれにもできません。「暇人の頭は悪魔の仕事場」とよく言われていますが、それは「正しく

考えられない者は、災難にいきつくことをする」という意味です。物質主義者は、小さな存在

でしかない半神をよく崇拝していますが、そのことは『バガヴァッド・ギーター』（第７章・

第20節）で非難されています。物質的な利益に惑わされている人は、幻想ではかない特定の恩

恵を手に入れるために、自分の好きな半神にへつらいます。啓発された超越主義者はそのよう

なまぼろしに⼼を奪われることはありません。悟りの段階――ブラフマン、パラマートマー、

バガヴァーン――とその悟りに応じて至高者への超越的な思いにひたるのです。前の節では、

至高の魂に思いをはせなくてはならない、と言われています。それは人格主神のヴィラートゥ・

ルーパを熟考することであり、ブラフマンの非人格的な思いよりも１段階高い境地です。 

 物事を正しく見られる知性ある人たちは、840万種類の生物のなかで転生を繰りかえしてい

る生命体、あるいは人間のなかでもさまざまな段階の人間たちを正しく見ることができます。

多種多様な手段を使って罪人を処罰するヤマラージャが住む⻩泉の国の入り口には、ヴァイタ

ラニー川と呼ばれる果てしない帯状の水が流れている、と言われています。罪人は、無数の苦

しみを与えられたあと、過去の行動に応じて特定の生物の体が与えられます。天国にいる者、

地獄にいる魂たちがいます。さらにブラーフマナとして生まれたり、あるいは守銭奴として生

まれたりする者たちもいます。しかし、だれ一人として物質界で幸せな者はおらず、結局は、

A級、B級、C級の罪人として生きるのです。主は生命体がどのように苦しんでいるかにかかわ

らず、公平に対応するのですが、主の蓮華の御足に身をゆだねた魂は特別に守り、ふるさとに、

神のもとに帰します。 
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第第第第８節８節８節８節    
    

ke-icTa( SvdehaNTaôRdYaavk-aXae 
  Pa[adeXaMaa}a&  Pauåz& vSaNTaMa( ) 
cTau>auRJa& k-ÅrQaa(r)Xa«‚ 
  GadaDar& Daar<aYaa SMariNTa )) 8 )) 

    
kecit sva-dehäntar-hådayävakäçe 

prädeça-mätraà puruñaà vasantam 

catur-bhujaà kaïja-rathäìga-çaìkha- 

gadä-dharaà dhäraëayä smaranti 
    
 kecit—他の者達; sva-deha-antaù—体内; hådaya-avakäçe—⼼臓の位置に; prädeça-mätram—た

った８インチの大きさで; puruñam—人格主神; vasantam—住んでいる; catuù-bhujam—４本の腕 

に; kaïja—蓮華; ratha-aìga—馬車の車輪; çaìkha—法螺貝; gadä-dharam—そして手に戦闘棒を

して; dhäraëayä—そのように捉えている; smaranti—主を瞑想する。 
    
 またほかの者たちは人格主神について、８インチ（20.32センチ）程度の大きさの姿で体内

の⼼臓に住み、それぞれの４本の手に、蓮華の花、車輪、法螺貝、戦闘棒を持っている姿とし

て捉えている。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 遍在する人格主神は全生命体の⼼臓のなかにパラマートマーとして住んでいます。局所的な

人格主神の寸法は薬指から親指のつけねまでの⻑さ、８インチ（（（（20.32センチ）程度とされて

います。主の姿はこの節で、さまざまなシンボル――下の右手から順に上の左手、右手、そし

て下の左に、それぞれ蓮華の花、車輪、法螺貝、戦闘棒――を持つジャナールダナと呼ばれ、

一般大衆を支配する主の完全拡張体として述べられています。主の姿は、蓮華の花、車輪、法

螺貝、戦闘棒という象徴を手に持つ位置に応じてそれぞれ、プルショーッタマ、アチュタ、ナ

ラシンハ、トゥリヴィクラマ、フリシーケーシャ、ケーシャヴァ、マーダヴァ、アニルッダ、

プラデュムナ、シャンカラ、シュリーダラ、ヴァースデーヴァ、ダーモーダラ、ジャナールダ

ナ、ナーラーヤナ、ハリ、パドゥマナーバ、ヴァーマナ、マドゥスーダナ、ゴーヴィンダ、ク

リシュナ、ヴィシュヌムールティ、アドークシャジャ、そしてウペーンドラという名前で呼ば

れています。局所的な人格主神としてのこの24の姿は、さまざまな天体系の惑星で崇拝されて
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おり、それぞれがパラヴョーマと呼ばれる精神界のなかにあるさまざまなヴァイクンタ惑星に

おける主の化身です。ほかにも、主のさまざまな無数の姿があり、それぞれが精神界の特定の

惑星に住み、物質界はその精神界の空間のほんの一部を占めているにすぎません。主はプルシ

ャ、すなわち男性の享楽者として存在し、物質界にいる男性の姿とも比べものにもなりません。

しかし、その姿はどれもアドゥヴァイタ（advaita）、すなわち、それぞれの姿は互いに違わな

い、そして永遠に若い姿です。４本腕を持つその若い主は、次の節にように美しく飾られてい

ます。 

 

第第第第９節９節９節９節    
    

Pa[Saàv£&- Nail/NaaYaTae+a<a& 
  k-dMbik-ÅLk-iPaXa(r)vaSaSaMa( ) 
l/SaNMaharÒihr<MaYaa(r)d& 
  Sfu-rNMaharÒik-rq$=ku-<@l/Ma( )) 9 )) 

    
prasanna-vaktraà nalinäyatekñaëaà 

kadamba-kiïjalka-piçaìga-väsasam 

lasan-mahä-ratna-hiraëmayäìgadaà 

sphuran-mahä-ratna-kiréöa-kuëòalam 
    
 prasanna—幸福感を表現する; vaktram—口; nalina-äyata—蓮華の花びらのように開いている; 

ékñaëam—目; kadamba—カダンバの花; kiïjalka—サフラン; piçaìga—⻩⾊; väsasam—衣服; 

lasat—吊られている; mahä-ratna—高価な宝石; hiraëmaya—金でできた; aìgadam—装飾品; 

sphurat—輝いている; mahä-ratna—高価な宝石; kiréöa—頭飾り; kuëòalam—耳飾り。 
    
 主の口からは幸福感がほとばしる。目は蓮華の花びらのように見開かれ、着ている衣服は、

カダンバの花のサフランに似て⻩⾊く、高価な宝石で飾られている。装飾品は金でできており、

宝石がちりばめられている。そしてまばゆくきらめく頭飾りと耳飾りを身につけている。 

 

第第第第１０節１０節１０節１０節    
    

oiàd]ôTPaªJak-i<aRk-al/Yae 
  YaaeGaeìraSQaaiPaTaPaadPaçvMa(    ) 
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é[ql/+a<a& k-aESTau>arÒk-NDar‚ 
  MaãaNal/+MYaa vNaMaal/YaaicTaMa(  )) 10 )) 

    
unnidra-håt-paìkaja-karëikälaye 

yogeçvarästhäpita-päda-pallavam 

çré-lakñaëaà kaustubha-ratna-kandharam 

amläna-lakñmyä vana-mälayäcitam 
    
 unnidra—咲き誇る ; håt—⼼ ; paìkaja—蓮華の花 ; karëikä-älaye—その渦巻きの表面に ; 

yoga-éçvara—偉大な神秘家達; ästhäpita—置かれて; päda-pallavam—蓮華の御足; çré—幸運の女

神、あるいは美しい仔牛; lakñaëam—そのように刻まれて; kaustubha—カウストゥバ宝石the ; 

ratna— ほ か の 宝 石 ; kandharam— 肩 に ; amläna— 非 常 に 新 鮮 な ; lakñmyä— 美 し さ ; 

vana-mälayä—花輪によって; äcitam—その上に広がっている。 
    
 その蓮華の御足は、偉大な神秘家たちの蓮華の⼼の渦巻き上に置かれている。胸には美しい

仔牛が彫られたカウストゥバ石が光り、肩にはその他さまざまな宝石がちりばめられている。

非の打ち所にない主の胴体は新鮮な花輪で飾られている。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 人格主神の超越的な体を飾る装飾品、花、衣服、ほかの装身具は主の体と同じです。そのど

れ一つをとっても、物質的な材質でできているものはありません。物質的なものだとしたら、

主の体を飾ることもありません。ですから、パラヴョーマにある精神的多様性は、物質的な多

様性とも違いがあるのです。 

 

第第第第１１節１１節１１節１１節    
    

iv>aUizTa& Mae%l/Yaax(Gaul/IYakE-‚ 
  MaRhaDaNaENaURPaurk-ª<aaidi>a"  ) 
iòGDaaMal/aku-iÄTaNaql/ku-NTalE/‚ 
  ivRraecMaaNaaNaNahaSaPaeXal/Ma( )) 11 )) 

    
vibhüñitaà mekhalayäìguléyakair 

mahä-dhanair nüpura-kaìkaëädibhiù 
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snigdhämaläkuïcita-néla-kuntalair 

virocamänänana-häsa-peçalam 
    
 vibhüñitam— 巧 み に 飾 ら れ て ; mekhalayä— 宝 石 を ち り ば め た 胴 輪 で 飾 ら れ た 腰 

aìguléyakaiù—指輪で; mahä-dhanaiù—どれもきわめて貴重な; nüpura—鈴音をたてる足輪; 

kaìkaëa-ädibhiù—さらに腕輪によって; snigdha—滑らかな; amala—無垢な; äkuïcita—カールし

ている; néla—⻘味を帯びた; kuntalaiù—頭髪; virocamäna—非常に⼼地よい; änana—顔; häsa—

微笑み; peçalam—美しい。 
    
 主の腰は装飾品をほどこした胴輪で、指は高価な宝石がちりばめられた指輪で飾られている。

足輪、腕輪、油が塗られて⻘味を帯びた頭髪、えも言われぬ微笑みが浮かぶその顔など、どれ

も見るに⼼地よい美しさにあふれている。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 最高人格主神は、ありとあらゆる生命体のなかでもっとも美しい方であり、シュリーラ・シ

ュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、その体の各部すべての超越的な美しさを、一つひとつ説

明しています。それは非人格論者たちに、人格主神は献愛者が崇拝する便宜として想像された

方ではなく、まぎれのない事実として、人物として存在していることを教えるためでもありま

す。太陽光線が太陽から放たれている光であるように、絶対真理者の非人格的な様相は主の体

から放たれている光なのです。 

 

第１２節第１２節第１２節第１２節    
    

AdqNal/Il/ahiSaTae+a<aaeçSad(‚ 
  >a]U>a(r)Sa&SaUicTa>aUYaRNauGa]hMa(  ) 
wR+aeTa icNTaaMaYaMaeNaMaqìr& 
  YaavNMaNaae Daar<aYaaviTaïTae )) 12 )) 

    
adéna-lélä-hasitekñaëollasad- 

bhrü-bhaìga-saàsücita-bhüry-anugraham 

ékñeta cintämayam enam éçvaraà 

yävan mano dhäraëayävatiñöhate 
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 adéna—非常に寛大な; lélä—崇高な娯楽; hasita—微笑んでいる; ékñaëa—〜へのまなざしによ

って; ullasat—燃えるような; bhrü-bhaìga—眉の表情で; saàsücita—示されて; bhüri—広大な; 

anugraham—恩恵; ékñeta—〜に集中しなくてはならない; cintämayam—超越的; enam—この特

定 な ; éçvaram— 至 高 主 ; yävat— 〜 で ある 限 り ; manaù— ⼼ ; dhäraëayä— 瞑 想に よ って ; 

avatiñöhate—固定させられる。 
    
 主が繰りひろげた壮大な娯楽、微笑んでいる主の顔から放たれる鮮やかなまなざしは、主の

はかりしれない祝福そのものである。瞑想をとおして⼼を主に定められるのであれば、主のこ

の超越的姿にきもちを集中させなくてはならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 『バガヴァッド・ギーター』（第12章・第５節）で、非人格論者は、姿も形もないものを瞑

想するという困難きわまる一連の方法に堪え忍ばなくてはならない、と述べられています。し

かし献愛者は主に個人として仕えますから、方法はかんたんです。非人格論者には、修練して

いる非人格的瞑想そのものが苦しみの源なのです。ここが、献愛者が非人格論哲学者よりも有

利な立場にいる、と言われるゆえんです。非人格論者は主の人格性を疑っていますから、いつ

も実在しないものを瞑想しています。この理由で、『シュリーマド・バーガヴァタム』には、

主のほんとうの姿に⼼を明確に集中させることに関して、権威ある言葉があります。 

 この節で勧められている瞑想法はバクティ・ヨーガ、すなわち物質的状況から解放されたあ

とに行なう献愛奉仕です。ギャーナ・ヨーガは物質的状態から解放される手段です。物質存在

の状態から解放されたあと、あるいは先に説明されたように、すべての物質的必要性（ニヴリ

ッティ）から解放された人は、バクティ・ヨーガが実践できる資格を得ます。これはバクティ・

ヨーガにはギャーナ・ヨーガが含まれており、純粋な献愛奉仕を実践すれば同時にギャーナ・

ヨーガの目的も叶う、ということです。純粋な献愛奉仕を少しずつ高めていけば、物質的な状

態からもおのずと解放されるのです。バクティ・ヨーガの結果をアナルタ・ニヴリッティ

（anartha-nivåtti）といいます。不自然に得たことは、バクティ・ヨーガが高まるにつれしだ

いになくなっていきます。人格主神の蓮華の御足の瞑想は最初のステップであり、アナルタ・

ニブリッティとしてかならず結果が得られます。条件づけられた魂を物質界に縛りつける最悪

のアナルタは性欲であり、男性と女性が結ばれることで徐々に深まっていきます。男女が結ば

れれば、建物、子ども、友人、親族、富などの蓄えをとおして性欲は強くなっていきます。こ

れらの条件がそろうと、条件づけられた魂はその束縛に圧倒され、「私自身」「私のもの」と

いう偽の自我意識のおもいが強くなり、性欲はさらに政治・社会・利他主義・博愛主義などの
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不必要なかかわりなどに拡大していきます。それは海上に浮かぶ泡のように、あるいは空に浮

かぶ雲のように一時的に形を表しても、次の瞬間には消えていきます。条件づけられた魂はそ

のような産物に、または利益・熱愛・栄誉という性欲から生じる３つの名目に要約される産物

にとりかこまれており、そんなかれらがバクティ・ヨーガを修練すれば性欲は少しずつ消えて

いきます。どの条件づけられた魂もさまざまな形で現われる性欲を追い求めており、自分がど

れほど物質的な渇望に縛られているかを知るには、自分がどれほど性欲を克服したかを調べれ

ばわかります。食べ物を一口一口食べていくうちに飢えが満たされることがわかるように、自

分がどの程度性欲から解放されているかを判断できなくてはなりません。性欲と性欲にまつわ

る物事はバクティ・ヨーガの方法を高めていくうちに少なくなっていきます。なぜなら、バク

ティ・ヨーガは、一般教育を充分に受けていなくても、主の恩寵で、献愛者をおのずと知識と

放棄⼼という結果に効果的に導いてくれます。知識とは「物事をありのままに知る」ことであ

り、知識を得た人は、ある物事についてよく考え、それが不必要なものであることがわかれば

捨てるはずです。条件づけられた魂は、知識を高めていくうちに物質的な必需品はほんとうは

要らないものだとわかれば、自然にそこからきもちが離れていくものです。この知識の段階を

ヴァイラーギャ（vairägya）「不要な物事に対する無執着」といいます。これまで話しあって

きたように、超越主義者はみずから充実していなくてはならず、生活必需品を求めて裕福で盲

目の人たちに物乞いをしてはなりません。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、食事、睡眠、

庇護地という生活必需品は妥協できるかもしれないけれども、性欲の問題を解決しないまま先

に進むことはできない、と言います。性欲を抑制できない人は放棄階級の生活を受けいれるべ

きではありません。この境地にいない人は放棄階級の生活はできません。ですから、適切な精

神指導者に導かれながら献愛奉仕を少しずつ高め、『シュリーマド・バーガヴァタム』の原則

に従い、ほんとうに放棄階級を受けいれるまえに不純な性欲を抑えなくてはなりません。 

 浄化される、とは、徐々に性欲から解放されていくということであり、この節が説明してい

るように、主の御足からはじまり、主の人格を瞑想することで達成できます。自分がどれほど

性欲から解放されているかわからないのに、不自然に上を目ざすべきではありません。主の微

笑みは『シュリーマド・バーガヴァタム』の第10編ですが、すぐにこの第10編から、とくに主

のラーサ・リーラー（räsa-lélä）を描写する部分から読む成り上がり者がいます。もちろん不

道徳きわまりないことです。不正な『シュリーマド・バーガヴァタム』の研究、あるいはそう

いう聞き方をする物質的な日和見主義者は、『シュリーマド・バーガヴァタム』の名前を使っ

て性生活にふけ、そのことで混乱を起こしています。『シュリーマド・バーガヴァタム』に対

するこのような中傷は、私はクリシュナの従者である、と言う者たちがしています。『シュリ
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ーマド・バーガヴァタム』を吟唱するには、性欲を一切捨てなくてはなりません。シュリー・

ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティー・タークラは、浄化とは「性生活にふけることを

終えること 」と はっきり定義 しています。 そのことをyathä yathä dhéç ca çudhyati 

viñaya-lämpaöyaà tyajati, tathä tathä dhärayed iti citta-çuddhi-täratamyenaiva 

dhyäna-täratamyam uktamと表現しています。そして、知性を清めて性生活という陶酔から

解放されれば、次の瞑想に進むことができます。つまり、主の超越的な体の各部分を瞑想する

高まりは、⼼の浄化の段階と比例して高まるのです。結論として、性生活にからまっている人

は主の御足から上を瞑想すべきではない、と言えます。ですから、かれらの『シュリーマド・

バーガヴァタム』の吟唱は、この偉大な文献の第１編と第２編だけに制限されるべきです。最

初の９つの編の内容を吸収消化したうで、浄化の手段を完成させなくてはなりません。そうす

れば、『シュリーマド・バーガヴァタム』の第10編の世界に入ることが許されるのです。 

 

第第第第１３節１３節１３節１３節    
    

WkE-k-Xaae_(r)aiNa iDaYaaNau>aavYaeTa( 
  Paadaid   YaavÖiSaTa& Gada>a*Ta" ) 
iJaTa& iJaTa& SQaaNaMaPaaeù DaarYaeTa( 
  Par& Par& éuÖyiTa DaqYaRQaa YaQaa )) 13 )) 

    
ekaikaço 'ìgäni dhiyänubhävayet 

pädädi yävad dhasitaà gadäbhåtaù 

jitaà jitaà sthänam apohya dhärayet 

paraà paraà çuddhyati dhér yathä yathä 
    
 eka-ekaçaù—１カ所から次のカ所へ、次々に; aìgäni—手足; dhiyä—注視して; anubhävayet—〜

を瞑想する; päda-ädi—足など; yävat—〜まで; hasitam—微笑んでいる; gadä-bhåtaù—人格主神; 

jitam jitam—徐々に⼼を抑制すること; sthänam—場所; apohya—離れている; dhärayet—〜を瞑

想する; param param—どんどん高く; çuddhyati—浄化されて; dhéù—知性; yathä yathä—できる

だけ。 
    
 瞑想は主の蓮華の御足から始まり、微笑む顔にいたって終わる。蓮華の御足にきもちを集中

させ、次にふくらはぎ、次に腿へと上部に移っていく。その各部の一つひとつに⼼が定められ

るほどに、知性は浄化されていく。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 『シュリーマド・バーガヴァタム』が勧めている瞑想の過程は、姿や形のない、あるいは「無」

にきもちを集中させることではありません。瞑想は最高主神の人格に集中するものであり、そ

の対象はヴィラートゥ・ルーパという巨大な姿、あるいは経典に説明されている主の

sac-cid-änanda-vigraha（サッチ・チッドゥ・アーナンダ・ヴィグラハ）の様相（Bs. 5.1）です。ヴィシュ

ヌの姿には権威ある説明があり、寺院には典拠ある神像という権化が祭られています。こうし

て主の蓮華の御足に⼼を集中させて神像を瞑想する修練ができ、徐々に、高い部分に目を移し、

最後に主の微笑んでいる顔を見つめます。 

 バーガヴァタ派の哲学では、主のラーサ・ダンスは主の微笑む顔とされています。この節で

は、蓮華の御足から微笑む顔に徐々に視線を移すよう勧められていますから、主のラーサ・ダ

ンスという娯楽の理解にいきなり進むべきではありません。主の蓮華の御足に花やトラシを捧

げて集中する修練をするべきです。こうして、アルチャナーの方法に従って徐々に浄化されて

いきます。主を着飾ったり主を沐浴したりすれば、この超越的な活動が私たちの存在そのもの

を清めてくれます。浄化されるための高い基準に到達し、主の微笑む顔を見たり主のラーサ・

ダンスについて聞いたりすれば、主の活動を味わえるようになります。ですから『シュリーマ

ド・バーガヴァタム』では、ラーサ・ダンスの娯楽は第10編（第29-34章）でくわしく説明さ

れています。 

 主の蓮華の御足、ふくらはぎ、腿、胸など、超越的な姿に⼼を集中させるほどにその⼼は浄

化されていきます。この節では「さらに知性が浄化される」とはっきり述べられており、それ

は、さらに感覚満足から解放されていく、という意味でもあります。現在の生活環境での知性

は、感覚満足に没頭しているために不純な状態にあります。主の超越的な姿を瞑想する結果は、

感覚満足からの解放として表われてきます。ですから、瞑想する窮極の目的は知性を浄化する

ことにあります。 

 あまりにも感覚満足に⼼が夢中になっている人々は、アルチャナー崇拝をすることも、ラー

ダー・クリシュナやヴィシュヌ神像の超越的な姿に触れることも許されていません。そのよう

な人々には、主の巨大なヴィラートゥ・ルーパを瞑想するほうがふさわしく、それが次の節で

勧められています。その理由から、非人格論者と虚無主義者は主の宇宙体を瞑想することが勧

められていますが、献愛者は寺院に祭られている神像を瞑想することが勧められています。非

人格論者も虚無主義者も，精神的活動をしても充分に浄化されないため、アルチャナーはかれ

らに勧められていません。 
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第第第第１４節１４節１４節１４節    
    

Yaavà JaaYaeTa Paravre_iSMaNa( 
  ivìeìre d]íir >ai¢-YaaeGa" ) 
TaavTa( SQavqYa" PauåzSYa æPa& 
  i§-YaavSaaNae Pa[YaTa" SMareTa )) 14 )) 

    
yävan na jäyeta parävare 'smin 

viçveçvare drañöari bhakti-yogaù 

tävat sthavéyaù puruñasya rüpaà 

kriyävasäne prayataù smareta 
    
 yävat—〜である限り; na—〜しない; jäyeta—高める; para—超越的; avare—俗な; asmin—〜

であるこの姿に; viçva-éçvare—すべての世界の主; drañöari—目撃者に; bhakti-yogaù—献愛奉仕; 

tävat—〜である限り; sthavéyaù—愚鈍な物質主義者; puruñasya—ヴィラートゥ・プルシャの; 

rüpam—宇宙体; kriyä-avasäne—定められた義務の最後に; prayataù—適切な集中で; smareta—思

い出さなくてはならない。 
    
 鈍感な物質主義者が、超越的・物質的どちらの世界も見ている至高主に愛情奉仕をするきも

ちが高められなければ、自分に定められている義務の最後として、主の宇宙体を思い出すか瞑

想しなくてはならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 至高主は物質・精神両方の世界の目撃者です。言いかえれば、至高主は全世界の窮極の受益

者・享楽者であり、それが『バガヴァッド・ギーター』（第５章・第29節）で確証されていま

す。精神界は主の内的力、物質界は外的力の表われです。生命体は中間の力の表われで、自分

で選びさえすれば超越・物質どちらの世界にも住むことができます。物質界は生命体にふさわ

しい場所ではありません。私たち生命体は主と精神的に同じ質をそなえているからであり、物

質界にいれば、物質界の法則に条件づけられます。主は、自分の部分体であるすべての生命体

に超越的世界でいっしょに住んでもらいたいと思い、物質界にいる条件づけられた魂を啓発す

るために、ヴェーダや啓示経典を用意し、 かれらをふるさとに、神のもとに呼びもどそうとし

ています。あいにく、条件づけられた生命体は条件づけられた生活のなかで三重の苦しみいつ

もあえいでいるというのに、神のもとに帰ろうとする真剣な思いが持てません。それは、罪と
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徳が複雑にからまった、まちがって導かれた生活をしてきたからです。そんなかれらのなかで

も徳高いことをする者たちは、主との失われた絆をよみがえらせようとするのですが、主の人

格としての様相はどうしてもわかりません。私たちの生きる目的は、主とふれあい、主への奉

仕をすることにあります。それが生命体の自然な立場です。しかし非人格論者、あるいは主に

愛情奉仕のできない人たちは、主の非人格的様相であるヴィラートゥ・ルーパ・宇宙体を瞑想

するよう助言されています。いずれにしもて、なんとかして幸せになりたい、そしてなににも

拘束されない自然な境地を取りもどしたいと望む人は、主との忘れられた絆を再確立させなく

てはなりません。知性が充分にそなわっていない初⼼の人たちは、主の非人格的様相であるヴ

ィラートゥ・ルーパ・宇宙体を瞑想することで、徐々に人格的なかかわりができるようになり

ます。そして、さまざまな惑星、海、山、川、鳥、動物、人間、半神、そして私たちが見てい

るすべてが、主のヴィラートゥの姿のさまざまな部分や手足であることが理解できるように、

これまでの章で描写されてきたヴィラートゥ・ルーパを瞑想するようここで助言されています。

そのように考えるのも絶対真理者の瞑想のひとつであり、その瞑想がはじまれば、神聖な質を

はぐくむようになり、世界は世界中の人々が幸せで平和に生きられる場所であるように見えて

きます。人格であろうと非人格であろうと、そのように神を瞑想しなければ、人間らしい優れ

た質はすべて、自分本来の立場に関する誤解によって包まれてしまいます。またそのような高

い知識がなければ、全世界は人間にとって地獄と変わらない場所になるしかありません。 

 

第第第第１５節１５節１５節１５節    
    

iSQar& Sau%& caSaNaMaaiSQaTaae YaiTa‚ 
  YaRda   iJahaSauirMaMa(r)  l/aek-Ma( ) 
k-ale/ c deXae c MaNaae Na SaÂYaeTa( 
  Pa[a<aaNa( iNaYaC^eNMaNaSaa iJaTaaSau" )) 15 )) 

    
sthiraà sukhaà cäsanam ästhito yatir 

yadä jihäsur imam aìga lokam 

käle ca deçe ca mano na sajjayet 

präëän niyacchen manasä jitäsuù 
    
 sthiram—乱されることなく ; sukham—快適な ; ca—もまた ; äsanam—座っている場所 ; 

ästhitaù—位置されて; yatiù—聖者; yadä—いつでも; jihäsuù—捨てることを望む; imam—これ; 

aìga—王よ; lokam—この体; käle—ちょうどよい時; ca—そして; deçe—適切な場所に; ca—もま
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た; manaù—⼼; na—〜でない; sajjayet—惑われないで; präëän—感覚; niyacchet—制御しなくて

はならない; manasä—⼼で; jita-asuù—気を克服している。 
    
 王よ。ヨーギーが、人間の住むこの惑星から離れたいと思うとき、それができる時間や場所

のことで思い悩んではならない。⼼乱されることなく安らかに座り、気を制御しながら、⼼を

使って感覚を抑制しなければならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 『バガヴァッド・ギーター』（第８章・第14節）では、主への超越的な愛情奉仕に完全に没

頭し、いつでも主を思いだしている人は、主と個人的に結ばれているために主の慈悲をかんた

んに手にいれる、と言われています。そのような献愛者は、体から出る好機を求めるつもりは

ありません。いっぽう、果報的活動と経験主義推論のどちらにもこだわる献愛者は、体を終え

る好機を選ばなくてはなりません。そんなかれらのための『バガヴァッド・ギーター』（第８

章・第23-26節）がその好機について述べています。しかしその好機は、自分の思うとおりに

体を終えられる成功したヨーギーにはたいして重要なことではありません。そのヨーギーは、

⼼を使って感覚を抑制できる能力をそなえているに違いありません。⼼は、主の蓮華の御足の

ために使えばかんたんに抑制できるものです。そのような奉仕をとおして、すべての感覚は自

然に主への奉仕に向けられるようになります。それが至高の絶対者に融合する方法です。 

 

第第第第１６節１６節１６節１６節    
    

MaNa" SvbuÖyaMal/Yaa iNaYaMYa 
  +ae}aj WTaa& iNaNaYaeTa( TaMaaTMaiNa ) 
AaTMaaNaMaaTMaNYavåDYa Daqrae 
  l/BDaaePaXaaiNTaivRrMaeTa  k*-TYaaTa( )) 16 )) 

    
manaù sva-buddhyämalayä niyamya 

kñetra-jïa etäà ninayet tam ätmani 

ätmänam ätmany avarudhya dhéro 

labdhopaçäntir virameta kåtyät 
    
 manaù—⼼; sva-buddhyä—彼自身の知性によって; amalayä—無垢な; niyamya—制御すること

で; kñetra-jïe—生命体に; etäm—それらすべて; ninayet—溶けこむ; tam—それ; ätmani—自己; 
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ätmänam— 自己 ; ätmani— 超自 己に ; avarudhya— 固 着され て ; dhéraù—充分 に満足 して ; 

labdha-upaçäntiù—完全な至福に到達した者; virameta—〜を停⽌する; kåtyät—その他すべての

活動。 
    
 そのあとヨーギーは、無垢な知性を使って、⼼を生命体のなかに融合さえ、さらにその生命

体を超自己に融合させなくてはならない。そうすることで、満足しきった生命体はもっとも高

い満足した境地に位置され、そしてすべての活動を停⽌させるのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 ⼼には、考えること、感じること、望むこと、という機能がそなわっています。⼼が物質主

義になる、あるいは物質的なものごとにかかわりつづけると、物質的な発達を促す知識のため

に動こうとし、やがて核兵器の発明という破壊的な結末に到達します。しかし、その⼼が精神

的な衝動で動くと、完全な喜びと永遠性に満ちたふるさとに、神のもとに帰ろうとするすばら

しい目的のために動くようになります。ですから⼼は、優れた純粋な知性を使って導かなくて

はなりません。完璧な知性とは、主に奉仕をすることを指します。生命体は、どのような状況

にあっても召使いという状況にいます。どの生命体も、物質的な影響を受けた望み、怒り、欲

望、幻想、狂気、嫉妬の命令に仕えています。そして、そういった感情の命令に従っているの

に、いつまでも不幸なきもちでいなくてはなりません。しかし不幸な状態にいることに気づき、

知性を正しい情報源に向ければ、主への超越的な愛情奉仕に関する情報が入ってきます。上記

のような体が作りだすさまざまな感情に仕えることをやめれば、生命体の知性は、物質的な感

情という不幸な幻想から解放され、無垢な知性に導かれて主への奉仕ができるようになります。

主と主への奉仕は、どちらも絶対的だからこそ、同じです。ですから、無垢な知性と⼼は主の

なかに融合し、その結果、生命体は自分の目撃者にとどまるのではなく、主によって超越的な

目で見られるようになります。生命体が主にじかに見られるようになれば、主は自分の望みど

おりにその生命体を導こうとし、そして生命体が主の命令に従えば、幻想でしかない満足感を

放棄するようになります。無垢な状態にいる生命体は、labdhopaçänti（ラブドホーパシャーンティ）

という完全な喜びの境地に到達し、物質的な活動をすべてやめます。 

 

第第第第１７節１７節１７節１７節    
    

Na Ya}a k-al/ae_iNaiMaza& Par" Pa[>au" 
  ku-Taae  Nau deva JaGaTaa& Ya wRiXare ) 
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Na Ya}a Satv& Na rJaSTaMaê 
  Na vE ivk-arae Na MahaNa( Pa[DaaNaMa( )) 17 )) 

    
na yatra kälo 'nimiñäà paraù prabhuù 

kuto nu devä jagatäà ya éçire 

na yatra sattvaà na rajas tamaç ca 

na vai vikäro na mahän pradhänam 
    
 na—〜ない; yatra—そこで〜する; kälaù—破壊的な「時」; animiñäm—天界の半神達の; 

paraù—優位の; prabhuù—支配者; kutaù—そこにある; nu—確かに; deväù—半神達; jagatäm—俗

界の生物達; ye—〜である者達; éçire—規則; na—〜ない; yatra—その点で; sattvam—俗界の徳の

様式; na—〜ない; rajaù—俗界の激情の様式; tamaù—俗界の無知の様式; ca—もまた; na—どち

らも ない ; vai— 確かに ; vikäraù— 変 化 ; na— どちら もない ; mahän— 物 質 的原 因の海 ; 

pradhänam—物質自然。 
    
 その超越的なラブドーパシャーンティ（labdhopaçänti）の境地では、すべてを荒廃させる

「時」、そして俗界の生物を支配する力を持つ半神さえ支配する至高の力である「時」は働か

ない。（ならば、半神たちが支配されることは言うまでもない）。また物質界の徳、激情、無

知さえ、偽の自我さえ、物質の原因の海さえ、物質自然さえ、その境地には存在しない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 
 すべてを破壊し、過去・現在・未来という現象をとおして天界の半神でさえ支配する「時」

は、超越的な境地では機能しません。時の影響は、誕生・死・老年・病気という症状で表わさ

れ、この４つの物質的原理は、物質界の頂点にあり、人間には途方もない年月である寿命を持

つ住人が住むブラフマローカを含む、すべての場所にあります。だれも乗りこえられない時は

ブラフマーにでさせ死を課すのですから、インドラ、チャンドラ、スーリャ、ヴァーユ、ヴァ

ルナといったほかの半神たちは言うまでもありません。さまざまな半神が与えている俗界の生

物への天文学的影響は、私たちの目に見えませんが、じっさいに起こっています。物質存在に

いる生命体は邪悪なものごとに巻きこまれることを恐れていますが、超越的境地にいる献愛者

はまったくそのような恐れを感じません。生命体は、物質界の様式の影響を受けながらさまざ

まな種類や形の肉体を変えつづけますが、超越的境地にいる献愛者はグナ・ティータ

（guëa-téta）、すなわち物質界の徳の様式・激情の様式・無知の様式を超越しています。だか
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らこそ超越的境地には「私は、見るものすべての主人である」という偽の自我はありません。

物質自然を支配しようとする生命体の偽の自我は、いわば、燃えさかる炎に飛びこむガのよう

なものです。ガは火が放つ鮮やかな美しさに⼼奪われ、その火を楽しむために火のなかに飛び

こみ、そして炎はガを燃えつくしてしまいます。超越的な境地にいる生命体は意識が純粋です

から、物質自然界を支配しようとする偽の自我はありません。逆に、純粋な意識がその生命体

を至高主に服従するよう導くのであり、そのことは『バガヴァッド・ギーター』（第７章・第

19節）でväsudevaù sarvam iti sa mahätmä sudurlabhaù（ヴァースデーヴァハ サルヴァンム イティ 

サ マハートゥマー スドゥルラバハハ）と表現されています。このような説明は、超越的境地には物質

創造界もなければ、物質自然を作りだす原因の海もない、ということを指しています。 

 このような状況は超越的な境地には実在するのですが、純粋な意識という高尚な境地にいる

超越主義者の知識のなかに表わされます。超越主義者は２種類います。非人格論者と献愛者で

す。非人格論者の窮極目標あるいは終点地は精神界のブラフマジョーティですが、献愛者の窮

極目標はヴァイクンタ惑星です。献愛者は、主の超越的な愛情奉仕をするために精神的姿を手

に入れることで、上記の状況を経験します。いっぽう非人格論者は主とのふれあいを避けてい

るために、精神的な活動をするための精神的体が得られず、最高人格主神の精神的光のなかに

溶けこんで精神的な火花としてとどまります。主は、永遠・喜び・知識という完全な姿をそな

えていますが、ブラフマジョーティという姿や形のない光には永遠性と知識しか含まれていま

せん。ヴァイクンタ惑星も永遠性・喜び・知識の姿ですから、主の住居に入る許しを得た主の

献愛者も永遠性・喜び・知識に満ちた体を手にいれます。ですから、どの生命体の体にも違い

はありません。主の住居、名前、名声、主にまつわる物事などは、どれも同じ超越的質をそな

えており、その超越的な質が物質界とはどう異なっているのかが次の節で説明されています。

『バガヴァッド・ギーター』では、３つの主要な主題、すなわちカルマ・ヨーガ、ギャーナ・

ヨーガ、バクティ・ヨーガについて主シュリー・クリシュナによって説明されていますが、バ

クティ・ヨーガの修練でしかヴァイクンタ惑星に行くことはできません。あとの２つの方法は、

上記のように、ブラフマジョーティの光のなかに導いてはくれますが、ヴァイクンタローカに

導く助けとしては充分ではありません。 

 

第第第第１８節１８節１８節１８節    
 

Par& Pad& vEZ<avMaaMaNaiNTa Tad( 
  YaàeiTa NaeTaqTYaTaduiTSaSa*+av" ) 
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ivSa*JYa daEraTMYaMaNaNYaSaaEôda 
  ôdaePaGauùahRPad&  Pade  Pade )) 18 )) 

    
paraà padaà vaiñëavam ämananti tad 

yan neti netéty atad utsisåkñavaù 

visåjya daurätmyam ananya-sauhådä 

hådopaguhyärha-padaà pade pade 
    
 param—至高者; padam—状況; vaiñëavam—人格主神と関連して; ämananti—彼らは知ってい

る; tat—それ; yat—〜であるもの; na iti—これではない; na iti—これではない; iti—そのように; 

atat—神を否定するもの; utsisåkñavaù—避けたいと望む者達; visåjya—それを完全に放棄する; 

daurätmyam—困惑; ananya—完全に; sauhådäù—好意に; hådä upaguhya—自分の⼼に入れる; 

arha—崇拝に値するだけのもの; padam—蓮華の御足; pade pade—毎瞬間。 
    
 超越主義者は、神と無縁なものを避けようとする。すべてが至高主ヴィシュヌと関係してい

る最高の境地を知っているからである。ゆえに、主と堅く結ばれている純粋な献愛者は困惑す

るような状況におちいることなく、主の蓮華の御足を⼼にいつも思い浮かべ、毎瞬間崇拝して

いる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 『バガヴァッド・ギーター』ではmad-dhäma（マドゥ・ダハーマ）「私の住居」という言葉がよく

使われており、最高人格主神シュリー・クリシュナの見解によると、無限の精神界にはヴァイ

クンタと呼ばれる惑星、すなわち人格主神の住居が存在します。物質界とその７層の殻からは

るかとおく離れたその世界には、太陽も月も、あるいは照明用の電気も必要ありません。惑星

そのものが物質界の太陽よりも明るく輝いているからです。主の純粋な献愛者は、人格主神を

唯一の頼れる友人として、また幸福を願ってくれる方としていつも考えているため、人格主神

と完全に調和しています。そして俗世界の生物は、ブラフマーという宇宙の主ともいうべき生

物でさえ崇拝するつもりはありません。そんなかれらだけがヴァイクンタ惑星をはっきりと見

ることができます。そのような純粋な献愛者は至高主に正しく導かれているので、超越的な理

解に関連して、不自然な混乱を作りだすことはありません。なにがブラフマンかブラフマンで

はないか、マーヤーではないかなどとあれこれ考えず、主と自分は一つだと誤解することもな

く、主が万物と離れて存在していると主張し、あるいは神はいない、生命体が神である、神が
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化身として現われるときは物質の体を受けいれる、などと考えて時間を無駄にすることはない

のです。またかれらは、超越的な理解の道にさまざまな障害を作りだすあいまいな推論も相手

にしません。非人格論者や非献愛者たちのほかに、私は主の献愛者である、と見せかける者た

ちもいますが、口ではそう言っていても内⼼、非人格のブラフマンと一体化して解放を達成す

る考えにこだわっています。公然と放蕩生活をしながら我流の献愛奉仕を勝手に作りだし、さ

らにはかれらのような放蕩者でもある知識も常識もないほかの人々をまちがって導いています。

ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティーは、このような非献愛者や放蕩者たちをドゥラー

トマー（durätmä）「見かけは偉大な魂・マハートマーである⼼の歪んだ魂たち」と呼んでい

ます。かれらは、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが語るこの節の言葉をとおして、超越主

義者のリストから完全に除外されています。 

 このように、ヴァイクンタ惑星はパラン・パダン（paraà padam）と呼ばれる真実かつ最高

の住居です。非人格のブラフマジョーティもパラン・パダンも呼ばれることがありますが、そ

れは太陽の光が太陽球体から出ている光であるように、ブラフマジョーティもヴァイクンタ惑

星から放たれている光だからです。『バガヴァッド・ギーター』（第14章・第27節）では、非

人格のブラフマジョーティは主という個人がいるからこそ存在する光であり、そしてすべてが

間接・直接にブラフマジョーティに支えられているので、すべては主から作りだされ、主に支

えられ、そして宇宙が破壊されたあとすべては主のなかだけに入っていく、と述べられていま

す。これは、すべては主に依存していないものはなにもない、ということです。純粋な献愛者

は、非ブラフマンとブラフマンを離して考えたりして貴重な時間を無駄にすることはしません。

主パラブラフマンは、ブラフマンのエネルギーをとおして万物のなかに入っているため、献愛

者は、すべては主の所有物、と見ます。献愛者はすべてを主への奉仕に使い、主の創造界を不

正に支配しよう考えて自分で困惑することはありません。強い信念を持っているからこそ、み

ずから奉仕に励み、ほかのすべても主への超越的な愛情奉仕のために使います。献愛者はすべ

てのなかに主を見て、主のなかにすべてを見ます。ドゥラートマー・⼼のねじまがった魂が作

りだす混乱は、主の超越的な姿を物質的なものと見なすために生じるのです。 

 

第第第第１９節１９節１９節１９節    
    

wTQa& MauiNaSTaUParMaed( VYaviSQaTaae 
  ivjaNad*GvqYaRSauriNDaTaaXaYa"  ) 
SvPaaiZ<aRNaaPaq@y Gaud& TaTaae_iNal&/ 
  SQaaNaezu z$(SaUàMaYaeiÂTa(c)-Ma" )) 19 )) 
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itthaà munis tüparamed vyavasthito 

vijïäna-dåg-vérya-surandhitäçayaù 

sva-pärñëinäpéòya gudaà tato 'nilaà 

sthäneñu ñaösünnamayej jita-klamaù 
    
 ittham—このように、ブラフマンの悟りによって ; muniù—その哲学者 ; tu—しかし ; 

uparamet—去るべきである; vyavasthitaù—適切に位置されて; vijïäna-dåk—科学的知識によっ

て; vérya—力; su-randhita—適切に制御されて; äçayaù—生活の目標宇; sva-pärñëinä—自分のか

かとで; äpéòya—遮断させて; gudam—空洞; tataù—その後; anilam—来; sthäneñu—それらの場所

に; ñaösu—主要な６つ; unnamayet—上昇させなくてはならない; jita-klamaù—物質的な望みを

消し去ることで。 
    
 科学的知識の力で絶対的な悟りに固定され、物質的な望みをすべて消し去らなくてはならな

い。そのあと、（糞が排泄される）空気の穴をかかとでふさぎ、気を１点から次の主要な６カ

所に上昇させなくてはならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 私はブラフマンを悟った、と豪語しても、物質的な望みが克服できないドゥラートマーたち

がたくさんいます。『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第54節）では、完全に自己を悟っ

た魂は物質的望みをいっさい持たない、と明言されています。物質的な望みは、生命体の偽の

自我から出てくるものであり、物質自然界の法則を征服しようとする子どもじみた無益な活動

をとおして、あるいは５つの要素を支配しようとする望みをとおして表わされます。そのよう

な考え方をしていれば、原子力の発見、あるいは機械を使って宇宙旅行しようとする物質的な

科学の知識を信じるようになり、またそのようなちっぽけな物質的科学の発達を過信した偽の

利己主義者は、人類のささやかな努力など一瞬で終わらせる至高主の力にでさえ挑戦しようと

します。正しい⼼境に立脚し、そしてブラフマンを悟った魂は、至高のブラフマンすなわち人

格主神は、あらゆる力をそなえたヴァースデーヴァであることを、そしてかれ（自己を悟った

生命体）は自分が至高の全体者の一部であることも完璧に理解しています。ですから、私たち

の本来の立場は、仕えられる側と仕える側という超越的な関係のなかで、どのような状況にな

っても主と協力しあうことにあります。そのような自己を悟った魂は、物質自然界を支配しよ

うとする無益なことをやめます。そして科学的で正しい情報を得ているため、主への忠実な献

愛奉仕に励んでいるのです。 
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 ヨーガの定められた方法に従って気の支配を完全に修練した熟達したヨーギーは、次のよう

に体を捨てるよう助言されています。かかとで排泄の穴をふさぎ、次に気を徐々に上部の６カ

所、すなわち臍、腹部、⼼臓、胸、口蓋、眉、そして大脳のくぼみに動かします。定められた

ヨーガ法による気に支配は機械的に行なわれるもので、その修練も多かれ少なかれ、精神的な

完成を得ることを目的とした身体上の努力でもあります。遠い昔では、そのような修練は超越

主義者たちがふつうに行なっていましたが、それは当時の生活様式や気質は修練に好都合だっ

たからです。しかし人を不安におとしいれるカリ時代の影響が表われる現代になると、ほとん

どだれも、身体的修練であるこの技術を学んでいません。現代での⼼の集中は、主の聖なる名

前を唱えることでもっとかんたんにできます。その結果も、気の制御という内なる修練から得

られるものよりも確かな効果があります。 

 

第第第第２０節２０節２０節２０節    
    

Naa>Yaa& iSQaTa& ôÛiDaraePYa TaSMaa‚ 
  dudaNaGaTYaaeriSa Ta& NaYaeNMauiNa" ) 
TaTaae_NauSaNDaaYa iDaYaa MaNaSvq 
  SvTaalu/MaUl&/    XaNakE-NaRYaeTa )) 20 )) 

    
näbhyäà sthitaà hådy adhiropya tasmäd 

udäna-gatyorasi taà nayen muniù 

tato 'nusandhäya dhiyä manasvé 

sva-tälu-mülaà çanakair nayeta 
    
 näbhyäm—臍に; sthitam—位置されて; hådi—⼼臓に; adhiropya—置くことで; tasmät—そこか

ら; udäna—高めている; gatya—力; urasi—胸に; tam—その後; nayet—引くべきである; muniù—

瞑想にふける献愛者 ; tataù—それら ; anusandhäya—探すために ; dhiyä—知性によって ; 

manasvé—瞑想者; sva-tälu-mülam—口蓋の底部; çanakaiù—ゆっくりと; nayeta—取り入れるこ

とができる。 
    
 瞑想に集中する献愛者は、気をゆっくりと、臍から⼼臓へ、⼼臓から胸へ、胸から口蓋の底

部に押しあげなくてはならない。そして知性を使い、適切な場所を探すのである。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 気の動きには６種類の周回運動があり、賢明なバクティ・ヨーギーは、知性を使い、瞑想に

集中してそれらの場所を探さなくてはなりません。その場所として、この節ではスヴァーディ

シュターナ・チャクラ（svädhiñöhäna-cakra）「気の発電所」について述べられており、その

上部には、つまり腹部と臍のすぐ下に、マニ・プーラカ・チャクラ（maëi-püraka-cakra）が

あります。⼼臓のなかの上部空間に到達すると、アナーハタ・チャクラがあり、さらに上部に

進むと、口蓋の底部、すなわちヴィシュッディ・チャクラに到達します。 

 

第第第第２１節２１節２１節２１節    
    

TaSMaad( >a]uvaerNTarMauàYaeTa 
  iNaåÖSaáaYaTaNaae_NaPae+a"    ) 
iSQaTva MauhUTaaRDaRMaku-<#=d*ií‚ 
  iNaRi>aRÛ MaUDaRNa( ivSa*JaeTPar& GaTa" )) 21 )) 

    
tasmäd bhruvor antaram unnayeta 

niruddha-saptäyatano 'napekñaù 

sthitvä muhürtärdham akuëöha-dåñöir 

nirbhidya mürdhan visåjet paraà gataù 
    
 tasmät—そこから; bhruvoù—眉間の; antaram—間に; unnayeta—取り入れるべきである; 

niruddha—遮断することで; sapta—７つの; äyatanaù—気の開口部; anapekñaù—すべての物質的

楽しみから独立して; sthitvä—保持することで; muhürta—瞬間の; ardham—半分; akuëöha—ふる

さとに、神のもとに帰る; dåñöiù—目的がそのように向けられている者; nirbhidya—穴を開けるこ

とで; mürdhan—大脳の穴; visåjet—自分の体を放棄すべきである; param—至高者; gataù—そこ

に行って。 
    
 そのあとバクティ・ヨーギーは、気を眉間に押しあげ、次に、気の７つの開口部を閉じたま

ま、目ざす場所をふるさとに、神のもとに定めなくてはならない。物質的な楽しみを味わおう

とする望みを完全に捨てられるときに、大脳の穴に到達し、物質的関係を放棄して至高者のも

とに行くのである。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 物質的な関係を断ちきってふるさとに、神・至高者のもとに帰る方法が、この節で勧められ

ています。その条件は、物質的な楽しみを味わおうとする望みを完全に捨てることにあります。

寿命と感覚満足に関する物質的な楽しみにはさまざまな段階があります。もっとも⻑い感覚の

楽しみを味わう最高段階について『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第20節）で述べられ

ています。しかしどれも物質的な楽しみにすぎず、どれほど⻑生きしようと、あるいはブラフ

マローカ惑星に行く必要もないことを充分に納得しなくてはなりません。私たちはぜがひでも

ふるさとに、神のもとに帰らなくてはなりませんし、物質的な便宜にも⼼を奪われてはなりま

せん。『バガヴァッド・ギーター』（第２章・第59節）では、この物質的な無執着は至上の交

流に恵まれたときに得られる、と言われています。そのことをparaà dåñövä nivartate（パランム 

ドゥリシュトゥヴァー ニヴァルタテー）と言います。精神生活がどういうものかを徹底的に理解しなけ

れば、物質的な魅力から解放されることはできません。精神生活に多様性はいっさいない、と

公言する非人格論者がいますが、生命体を物質的な楽しみにさらにおとしいれる危険な主張で

す。ですから、貧弱な知識しかない人はパラン（param）、至高者の考えを持つことはできま

せん。自分はブラフマンを悟った魂だと得意満面に言っても、さまざまな物質的な楽しみにし

がみついているのです。知性に欠けるかれらは、この節で述べられているパランの概念を持つ

ことはできないため、至高者に辿りつくことはできません。献愛者は、精神界、人格主神、そ

して無限の精神的惑星ヴァイクンタローカでの主との超越的な交流に関する知識をすべてそな

えています。この節ではakuëöha-dåñöiù（アクンタハ・ドゥリシュティヒ）と述べられています。Akuëöha

（アクンタハ）とvaikuëöha （ヴァイクンタハ）は同じ意味を含んでおり、目標を精神界、そして神と

の個人的なふれあいに定めている人だけが、物質界にいても物質的な関係を捨てることができ

ます。『バガヴァッド・ギーター』にあるこのパランとパラン・ダーマは、一つ、そして同じ

です。パラン・ダーマに行く人は物質界には戻ってきません。この自由の境地は物質界の頂点

のローカに到達しても手にいれることはできません。  

 気は７つの開口部、すなわち２つの目、２つの鼻孔、２つの耳、１つの口を通過します。ふ

つう凡人が死ぬときに口から出ていきます。しかし、気を自在に支配するヨーギーの場合、頭

部の大脳の開口部に気で穴を開けて出ていきます。ですから、ヨーギーは上記の７つの開口部

すべてを遮断するため、気は自然に大脳の開口部から放出されます。これが、偉大な献愛者が

物質的な関係を放棄する確かな兆しです。 
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第第第第２２節２２節２２節２２節    
    

Yaid Pa[YaaSYaNa( Na*Pa PaarMaeïy& 
  vEhaYaSaaNaaMauTa Yad( ivharMa( ) 
AíaiDaPaTYa& Gau<aSaiàvaYae 
  SahEv   GaC^eNMaNaSaeiNd]YaEê )) 22 )) 

    
yadi prayäsyan nåpa pärameñöhyaà 

vaihäyasänäm uta yad vihäram 

sahaiva gacchen manasendriyaiç ca 

añöädhipatyaà guëa-sanniväye 
    
 yadi—しかr; prayäsyan—望みを保持している; nåpa—王よ; pärameñöhyam—物質界を統治する

惑星; vaihäyasänäm—ヴァイハーヤサという名前の生命体達の; uta—〜と言われている; yat—

〜 で あ る も の ; vihäram— 楽 し み の 場 所 ; añöa-ädhipatyam— ８ 種 類 の 達 成 に よ る 支 配 ; 

guëa-sanniväye—自然の三様式の世界で; saha—〜と共に; eva—確かに; gacchet—行くべきであ

る; manasä—⼼に伴われて; indriyaiù—そして感覚; ca—もまた。 
    
 しかし、王よ。ヨーギーが快適な物質的楽しみ――たとえば、頂点の惑星ブラフマローカに

移行されること、８種類のヨーガ完成を達成すること、ヴァイハーヤサたちと宇宙空間を旅す

ること、無数の惑星の一つに住むことなど――を味わいたいと内⼼思っていれば、物質的に形

成されたそのような⼼と感覚を携えていかなくてはならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 高位の天体系には、低位の天体系では味わえない何千何万倍もの物質的楽しみの便宜が用意

されています。頂点の天体系はブラフマローカやドゥルヴァローカ（北極星）などの惑星で構

成されており、そのすべてがマハルローカを超えた場所に位置しています。その惑星の住人た

ちは、８種類の神秘的完成の力をそなえています。体を小さくしたり（アニマー・シッディ）、

柔らかい羽根よりも軽くなったり（ラギマー・シッディ）する力がすでにあるため、神秘的ヨ

ーガの完成方法を学んだり修練したりする必要がないのです。また、どこでもかしこでも自由

に行って、なんでもかんでも手にいれることができるし（プラープティ・シッディ）、もっと

も重い物体よりも重くなったり（マヒマー・シッディ）、なにか驚嘆すべきものを自由に作っ

たり（イーシトゥヴァ・シッディ）、物質要素すべてを支配したり（ヴァシトゥヴァ・シッデ
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ィ）、どのような望みで叶えさせる力をそなえたり（プラーカーミャ・シッディ）、あるいは

気まぐれに思い浮かべた姿にでさえなれる（カーマーヴァサーイター・シッディ）、というこ

ともできます。このような便宜は、高位の惑星に住む人々にとっては天賦の才とも言えるあた

りまえに用意されています。かれらには宇宙を移動するのに機械はいりませんし、一瞬のうち

に惑星間を移動できます。地球の住人は、もっとも近い星にでさえ宇宙船のような機械の乗り

物を使っても行けませんが、高位の惑星に住んでいる高度な能力をそなえた人々は、どのよう

なことでもかんたんにやってのけます。 

 物質主義者は、そのような天体系になにがあるのか関⼼がありますから、自分の目で確認し

たいと考えています。探求⼼の強い人が自分で直接体験したいと思うから世界中を旅するよう

に、知性に欠ける超越主義者は、高位の惑星で行なわれているすばらしいことを自分で体験し

たいと思っています。しかしヨーギーは、いま持っている物質主義的な⼼と感覚でそこに行き、

かんたんにそのような望みを満たすことができます。物質主義的な⼼が強く求めているのは物

質界の支配であり、上記のシッディはどれも、世界を支配しようとする願いの表われです。主

の献愛者には、偽りではかない現象世界を支配する野⼼はありません。逆に、至上の支配者で

ある主に支配されたいと考えています。その至上の支配者に仕える望みは精神的で超越的です

から、精神的王国に入ることを許されるには、まず⼼と感覚を清めなくてはなりません。物質

主義的な⼼でも宇宙最高位の惑星に行くことはできますが、神の国には入れません。感覚は、

感覚満足にかかわらなくなったときに「精神的に浄化された」と言えます。感覚には使う対象

が必要であり、その感覚が主への超越的な愛情奉仕のためだけに使われれば、物質的な伝染に

穢されることはありません。 

 

第第第第２３節２３節２３節２３節    
    

YaaeGaeìra<aa& GaiTaMaahurNTa‚ 
  bRihiñl/aeKYaa" PavNaaNTaraTMaNaaMa( ) 
Na k-MaRi>aSTaa& GaiTaMaaPanuviNTa 
  ivÛaTaPaaeYaaeGaSaMaaiDa>aaJaaMa(   )) 23 )) 

    
yogeçvaräëäà gatim ähur antar- 

bahis-tri-lokyäù pavanäntar-ätmanäm 

na karmabhis täà gatim äpnuvanti 

vidyä-tapo-yoga-samädhi-bhäjäm 
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 yoga-éçvaräëäm—偉大な聖者と献愛者達の; gatim—目的地; ähuù—〜と言われている; antaù—

〜の中で; bahiù—〜の外で; tri-lokyäù—三天体系の; pavana-antaù—空気の中で; ätmanäm—希

薄な体の; na—決して〜ない; karmabhiù—果報的活動によって; täm—それ; gatim—速度; 

äpnuvanti—到達する; vidyä—献愛奉仕; tapaù—苦行; yoga—神秘的力; samädhi—知識; bhäjäm—

楽しませる者達の。 
    
 超越主義者は精神的な体だけに関⼼を寄せる。かれらには献愛奉仕、苦行、神秘的力、超越

的知識の力があるからこそ、物質界の内でも外でも制限されずに動くことができる。しかし果

報的活動者、あるいは愚鈍な物質主義者には、そのような無制限の動きはできない 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 物質主義的な科学者が機械の乗り物を使ってほかの惑星に移行とする努力は、するだけ無駄

な苦労です。いっぽう、徳高い行ないをすれば天国の惑星に行くことはできるのですが、機械

を使った、あるいは粗雑な、あるいは洗練された物質的な活動をしているかぎり、スヴァルガ

やジャナローカを超えた領域には行けません。濃密な体に縛られない超越主義者は、物質界の

なかのどこでも、あるいは物質界の外でも自在に動くことができます。物質界では、マハル、

ジャナス、タパス、サッテャ・ローカの天体系を移動し、さらには物質界から外に出て、ヴァ

イクンタの空間を変幻自在の宇宙飛行士のように飛び回ることができます。ナーラダ・ムニは

そのような宇宙飛行士の一人であり、またドゥルヴァーサ・ムニも神秘家の一人です。献愛奉

仕、苦行、神秘的力、超越的知識の力があれば、だれでもナーラダ・ムニやドゥルヴァーサ・

ムニのように動くことができます。ドゥルヴァーサ・ムニは１年で物質界全体を旅し、そして

精神界に入ったとされています。超越主義者の移動の速さは、粗雑・洗練された物質主義者に

はまねのできないことなのです。 

 

第第第第２４節２４節２４節２４節    
 

vEìaNar& YaaiTa ivhaYaSaa GaTa" 
  SauzuM<aYaa b]øPaQaeNa Xaaeicza ) 
ivDaUTak-Lk-ae_Qa hreådSTaaTa( 
  Pa[YaaiTa  c§&- Na*Pa XaEéuMaarMa( )) 24 )) 

 

vaiçvänaraà yäti vihäyasä gataù 

suñumëayä brahma-pathena çociñä 
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vidhüta-kalko 'tha harer udastät 

prayäti cakraà nåpa çaiçumäram 
    
 vaiçvänaram—火の支配神; yäti—行く; vihäyasä—空間にある道（銀河）によって; gataù—通過

することで; suñumëayä—スシュムナーによって; brahma—ブラフマローカ; pathena—〜の途中

で; çociñä—輝いている; vidhüta—洗い流して; kalkaù—汚れ; atha—その後; hareù—主ハリの; 

udastät—上方に; prayäti—到達する; cakram—圏; nåpa—王よ; çaiçumäram—シシュマーラとい

う名前の。 
    
 王よ。そのような神秘家が、最高の惑星ブラフマローカに到達するために光り輝くスシュム

ナーをとおって銀河を通過するとき、最初にヴァイシュヴァーナラという火の主宰神が住む惑

星に行き、そこであらゆる穢れを完全に洗いながし、そのあと、主ハリ・人格主神と結ばれる

ためにシシュマーラという圏に向かってさらに上昇していく。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 宇宙の北極星とその圏をシシュマーラ圏といい、そのなかに人格主神（クシーローダカシャ

ーイー・ヴィシュヌ）の居住惑星があります。そこに到達するまえ、神秘家は銀河をとおって

ブラフマローカに向かい、その途中でまず半神が火を支配しているヴァイシュヴァーナラ・ロ

ーカに到着します。ヴァイシュヴァーナラ・ローカでヨーギーは、物質界と接触していたあい

だに積み重ねていた汚れた罪をすべて洗い流します。空間の銀河はここで、宇宙の頂点の惑星

であるブラフマローカに導く経路として表現されています。 

 

第第第第２５節２５節２５節２５節    
    

Tad( ivìNaai>a& TviTavTYaR ivZ<aae‚ 
  r<aqYaSaa   ivrJaeNaaTMaNaEk-" ) 
NaMaSk*-Ta& b]øivdaMauPaEiTa 
  k-LPaaYauzae Yad( ivbuDaa rMaNTae )) 25 )) 

    
tad viçva-näbhià tv ativartya viñëor 

aëéyasä virajenätmanaikaù 

namaskåtaà brahma-vidäm upaiti 

kalpäyuño yad vibudhä ramante 
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 tat—それ; viçva-näbhim—普遍的な人格主神の臍 ; tu—しかし ; ativartya—横切っている; 

viñëoù—主ヴィシュヌ、人格主神の; aëéyasä—神秘的完成のために; virajena—浄化された者によ

って; ätmanä—生命体によって; ekaù—一人だけ; namaskåtam—崇拝できる; brahma-vidäm—超

越的境地に位置する者達によって; upaiti—到達する; kalpa-äyuñaù—43億太陽年の期間; yat—そ

の場所; vibudhäù—自己を悟った魂達; ramante—楽しむ。 
    
 このシシュマーラは、完璧な宇宙の旋回軸であり、ヴィシュヌ（ガルボーダカシャーイー・

ヴィシュヌ）の臍と呼ばれている。ヨーギーだけがこのシシュマーラの圏を超え、ブリグのよ

うな浄化された聖者が43億年の寿命を楽しむ惑星（マハルローカ）に到達する。この惑星は、

超越的境地にいる聖者たちにでさえ崇拝されている。 

 

第第第第２６節２６節２６節２６節    
    

AQaae ANaNTaSYa Mau%aNale/Na 
  dNdùMaaNa& Sa iNarq+Ya ivìMa( ) 
iNaYaaRiTa iSaÖeìrYauíiDaZ<Ya& 
  Yad( ÜEParaDYa| Tadu PaarMaeïyMa( )) 26 )) 

    
atho anantasya mukhänalena 

dandahyamänaà sa nirékñya viçvam 

niryäti siddheçvara-yuñöa-dhiñëyaà 

yad dvai-parärdhyaà tad u pärameñöhyam 
    
 atho—そこで; anantasya—神を支える化身、アナンタの; mukha-analena—主の口から放出さ

れる火によって; dandahyamänam—燃やし尽くしている; saù—彼; nirékñya—これを見ることで; 

viçvam—宇宙; niryäti—出ていく; siddheçvara-yuñöa-dhiñëyam—偉大かつ浄化された魂たちが使

う飛行船 ; yat—場所 ; dvai-parärdhyam—15兆4800億太陽年 ; tat—それ ; u—高尚な人物 ; 

pärameñöhyam—ブラフマーが住むサッテャローカ。 
    
 宇宙全体が最終的に破壊されるとき（ブラフマーの生涯の終わりに）、アナンタの口（宇宙

の底）から炎が吐きだされる。ヨーギーたちは、宇宙の惑星すべてが燃やしつくされる様を見

つめ、こうしてかれらは、偉大かつ浄化された魂たちが使う飛行船に乗り、サッテャローカに

向けて飛んでいく。サッテャローカの寿命は15兆4,800億年である。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 この節では、43億年の寿命を持つ浄化された生命体あるいは半神たちが住むマハルローカの

住人たちは、宇宙の頂点にある惑星サッテャローカに飛ぶことのできる飛行船を持っている、

と言われています。言いかえれば、『シュリーマド・バーガヴァタム』は、現代の飛行機では

（たとえ考えつくほどの速度でも）決して行けないほど遠くにある惑星に関する情報を提供し

ているということです。『シュリーマド・バーガヴァタム』の言葉は、シュリーダラ・スヴァ

ーミー、ラーマーヌジャーチャーリャ、ヴァルラバーチャーリャといった偉大なアーチャーリ

ャたちに受けいれられています。主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブはとくに、『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』を非の打ちどころのないヴェーダの権威書として位置づけてい

ますから、健全な思考力を持つ人なら『シュリーマド・バーガヴァタム』の言葉を無視するこ

とはできないはずです。またその内容が、全ヴェーダ経典の編纂者で父親でもあるシュリーラ・

ヴャーサデーヴァの足跡に従っている自己を悟った魂シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴ

ァーミーに語られたのであればなおさらです。主の創造界のなかには、毎日毎晩私たちの目で

見ている驚嘆すべき惑星があふれていますが、現代の物質科学の力ではその場所に行くことは

できません。ですから、科学的力では超えられない物事を知るとき、断片的な物質科学に頼る

べきではありません。一般人は現代科学もヴェーダの知恵もそのまま受けいれていますが、そ

れは、どちらも凡人の頭脳ではその正否が判断できないからです。どちらかを受けいれるか、

どちらも受けいれるしかないのです。しかしヴェーダ式の理解は、アーチャーリャというより

高い権威にささえられています。アーチャーリャは忠実で博識であることはもちろん、条件づ

けられた魂特有の欠陥が一つもない解放された魂だからです。しかし現代科学者は、数多くの

まちがいを犯す条件づけられた魂です。ですから私たちが頼れる安全な選択は、偉大なアーチ

ャーリャたちが異口同音に受けいれる『シュリーマド・バーガヴァタム』のような権威あるヴ

ェーダ経典の言葉を受けいれることにあります。 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節    
    

Na Ya}a Xaaek-ae Na Jara Na Ma*TYau‚ 
  NaaRiTaRNaR caeÜeGa ‰Tae ku-TaiêTa( ) 
YaiÀtaTaae_d" k*-PaYaaiNad&ivda& 
  durNTadu"%Pa[>avaNaudXaRNaaTa(  )) 27 )) 
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na yatra çoko na jarä na måtyur 

närtir na codvega åte kutaçcit 

yac cit tato 'daù kåpayänidaà-vidäà 

duranta-duùkha-prabhavänudarçanät 
    
 na—決して〜ない; yatra—〜がある; çokaù—死別; na—〜もない; jarä—老年; na—〜もない; 

måtyuù—死; na—〜もない; artiù—苦痛; na—〜もない; ca—もまた; udvegaù—不安; åte—〜を除

いて; kutaçcit—時々; yat—〜のために; cit—意識; tataù—ゆえに; adaù—同情⼼; kåpayä—⼼から

の同情から; an-idam-vidäm—献愛奉仕という方法を知らない者達の; duranta—乗りこえられな

い; duùkha—みじめさ; prabhava—誕生と死の繰りかえし; anudarçanät—継続的経験によって。 
    
 そのサッテャローカには死別も老年も死もない。どのような苦痛もなく、だから不安もない。

しかしときに、献愛奉仕について知らない者たちに、物質界にある超えられない苦しみに縛ら

れている者たちを思うことがあり、それだけがかれの⼼配事である。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 物質主義的な気質を持つ愚かな人々は、語り継がれる権威ある知識を活用しません。ヴェー

ダ知識は権威にささえられているのですが、体験ではなく、ほんものの権威者が語るヴェーダ

経典という正当な言葉をとおして受けいれられるものです。大学で教鞭を執る学者になるだけ

ではヴェーダの真意は理解できません。師弟継承をとおしてヴェーダ知識を学んだ真の権威者

に近づくことでヴェーダが理解できるのであり、それは『バガヴァッド・ギーター』（第４章・

第２節）で説明されています。主クリシュナは、『バガヴァッド・ギーター』そのもののなか

に説明されているように、『バガヴァッド・ギーター』の教えを太陽神に伝授し、その知識は

師弟継承をとおして太陽神から息子のマヌへ、マヌからイクシュヴァーク王（主ラーマチャン

ドラの父）に伝えられ、さらにその知識伝授法は、偉大な聖者たちである継承者たちに次々に

説明されていきました。しかしやがて権威あるその継承は姿を消し、その知識の真実の精神を

復活させるために、主は同じ知識を、純粋な献愛者だからこそ理解できる候補者であるアルジ

ュナにふたたび説明しました。『バガヴァッド・ギーター』の教えは、アルジュナが理解した

ように、『バガヴァッド・ギーター』のなかで説明されているのですが（Bg. 10.12-13）、ア

ルジュナの足跡に従わない、そしてそのためにその知識の真髄が理解できない愚かな人々がた

くさんいます。従うのではなく、愚かな自分たちに劣らない愚かな解釈を打ちだし、その結果、

正しく理解できない状態におちいり、またシュードラという知性の足らない従者をまちがって
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導いています。ヴェーダの言葉を理解するにはまずブラフマーにならなくてはならないと言わ

れていますが、この指摘には「大学院生の資格がなければ弁護士にはなれない」という考えと

同じ重要な意味があります。そう指摘されたからといって知識を高める資格を失うわけではあ

りませんし、特定の科学に対して正しい資格をそなえていない人には必要な指摘です。ヴェー

ダ知識は、充分な資格のないブラーフマナたちに誤解されることがあります。資格のあるブラ

ーフマナとは、ほんものの精神指導者に導かれて訓練を積んだ人を指します。 

 ヴェーダの知恵を学ぶことで、至高主・主シュリー・クリシュナと私たちの関係が理解でき、

そして、その理解にもとづいて行動することで、ふるさとに、神のもとに帰るという望ましい

結果を手にいれることができます。しかし、物質主義者たちにはこのことが理解できません。

かれらは、幸せのない場所で幸せになろうとしているのです。偽りの幸せをつかむために、ヴ

ェーダの儀式か有人宇宙船に頼ってほかの惑星に行こうとしますが、苦しむためにある場所で

幸せになろうとする物質的な努力をしても、まちがって導かれた人を助けることはできません。

結局、さまざまな環境が整っているこの宇宙すべてが、一定期間が過ぎれば終わりを迎えなく

てはならないからです。そして、ありふれた幸せのためにたててきた計画もことごとく終わっ

てしまうのです。ですから賢い人なら、ふるさとに、神のもとに帰る計画をたてなくてはなり

ません。そのような賢者は、誕生、死、病気、老年という物質存在にあるすべての苦しみを克

服することができます。その境地に達した人がほんとうに幸せです。物質存在の不安から解放

されたからです。それでも、哀れみぶかい同情者が苦しむ物質主義者たちを見てつらく思うよ

うに、神のもとに帰る必要性について教えるために物質主義者のまえに現われることがありま

す。ほんもののアーチャーリャたちは、ふるさとに、神のもとに帰っていくこの真実について

人々に布教し、じつは幸福のない場所で幸福になろうとするまちがった計画をたてないよう警

告をします。 

 

第第第第２８節２８節２８節２８節    
    

TaTaae ivXaez& Pa[iTaPaÛ iNa>aRYa‚ 
  STaeNaaTMaNaaPaae_Nal/MaUiTaRrTvrNa(  ) 
JYaaeiTaMaRYaae vaYauMauPaeTYa k-ale/ 
  vaYvaTMaNaa %& b*hdaTMail/(r)Ma( )) 28 )) 

    
tato viçeñaà pratipadya nirbhayas 

tenätmanäpo 'nala-mürtir atvaran 
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jyotirmayo väyum upetya käle 

väyv-ätmanä khaà båhad ätma-liìgam 
    
 tataù—そのあと; viçeñam—特に; pratipadya—得ることで; nirbhayaù—どのような疑いもなく; 

tena—それによって; ätmanä—純粋な自己; äpaù—水; anala—火; mürtiù—姿; atvaran—超える

ことで; jyotiù-mayaù—光輝; väyum—大気; upetya—そこに到達して; käle—やがて; väyu—空気; 

ätmanä—自己によって; kham—希薄な; båhat—偉大な; ätma-liìgam—自己の本当の姿。 
    
 献愛者はサッテャローカに到達したあと、恐れることなく、濃密な肉体に似た希薄な体を得

て、次々に土から、水、火、輝く空気へと通過していき、そして空間的境地に到達する。 

    
要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    

    
 精神的完成と修練の力でブラフマローカやサッテャローカに到達できる人は、３種類の完成

に到達する資格を得ます。敬虔な活動の結果として特定の惑星に到達した人は、かなりの敬虔

な活動をしたと言えます。ヴィラートゥ、すなわちヒラニャガルバ崇拝の力でその場所に到達

した人は、ブラフマーの解放とともに解放されます。ここでは、献愛奉仕の力でその場所に到

達した人について特筆されており、かれは宇宙のさまざまな覆いを貫き、そして至高の存在と

いう絶対的な世界で精神的本性を手にいれます。 

 シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーの説明では、各宇宙が上下に群をなして集合し、

それぞれが別々の７つの層で覆われています。水の部分は７層の覆いを超えたところにあり、

各層は「まえの層よりもあとの層が10倍広く」なっています。自分の呼吸でそのような宇宙を

作った人格主神は、散在するこの宇宙の群を超えた次元に横たわっています。原因の海の水は、

宇宙の水の層とは別の次元に位置されています。宇宙を覆うために使われている水は物質です

が、原因の海の水は精神的です。ですから、この節で言われている宇宙を覆っている水の層は

全生命体を包んでいる偽の自我という覆いであり、ここで述べられているように、物質の覆い

から順番に解放される漸進的な方法は、濃密な肉体という偽の自我の概念から徐々に解放され

ていく方法であり，献愛者はみずからを希薄な体という正体に同化させ、最後に神の国という

絶対的な領域における純粋な精神的体を手にいれます。 

 シュリーラ・シュリーダラ・スヴァーミーは、主によって起動された物質自然界の一部をマ

ハトゥ・タットヴァという、と確証しています。マハトゥ・タットヴァの断片部分が偽の自我

と呼ばれています。その自我の一部が音の振動、その音の一部が大気中の空気です。その空気

の一部が形に変わり、その形は電気や熱の力で構成されています。熱が地球の芳香を作りだし、
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その芳香によって土が作りだされます。このような物質がすべて結合して宇宙現象界を構成し

ています。宇宙現象界の広さは、直径（両方向）40億マイル（64.36億キロ）と計算されてい

ます。そこから宇宙の覆いが始まります。最初の覆いの層は8,000マイル（12,872キロ）の広

さがあり、層の順番は火、光、空気、空間と続き、最初の層から次の層への広さは10倍ありま

す。恐れを知らない主の献愛者は、それぞれの層を通過し、すべてが同じ精神的同一性をそな

えた絶対的世界に到達します。そして最後に、主と同じ姿をとり、そこで主への超越的な愛情

奉仕をします。それが、献愛生活の最高完成です。完璧なヨーギーにとって、この境地以外に

望む、あるいは到達する世界はありません。 

 

第第第第２９節２９節２９節２９節    
    

ga]a<aeNa GaNDa& rSaNaeNa vE rSa& 
  æPa& c d*íya ìSaNa& TvcEv ) 
é[ae}ae<a caePaeTYa Na>aaeGau<aTv& 
  Pa[a<aeNa  cakU-iTaMauPaEiTa YaaeGaq )) 29 )) 

    
ghräëena gandhaà rasanena vai rasaà 

rüpaà ca dåñöyä çvasanaà tvacaiva 

çrotreëa copetya nabho-guëatvaà 

präëena cäkütim upaiti yogé 
    
 ghräëena—嗅ぐことによって ; gandham—香り ; rasanena—味わうことで ; vai—まさに ; 

rasam—味覚; rüpam—姿; ca—もまた; dåñöyä—視野によって; çvasanam—接触する; tvacä—接触; 

eva— い わ ゆ る ; çrotreëa— 耳 の 振 動 に よ っ て ; ca— も ま た ; upetya— 達 成 す る こ と で ; 

nabhaù-guëatvam—空間の同一化; präëena—感覚器官によって; ca—もまた; äkütim—物質的活

動; upaiti—到達する; yogé—その献愛者。 
    
 こうして献愛者は、嗅ぐ香り、味わう味覚、姿を見ることによる視野、触れることによる感

触、空間の一体化による耳の振動、そして物質的な活動による感覚器官といった、さまざまな

感覚の希薄な対象物を通過していく。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 空の外側には希薄な覆いが広がっており、それは宇宙の要素の覆いに似ています。濃密な覆
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いは希薄な原因である部分的な材料が発達したものです。ですから、ヨーギーあるいは献愛者

は、濃密な要素を除去するとともに、嗅ぐための香りといった希薄な原因をも放棄します。純

粋な精神的火花、すなわち生命体は、こうして物質的な穢れいっさいから洗い清められ、神の

国に入っていく資格を得るのです。 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節    
    

Sa >aUTaSaU+MaeiNd]YaSaiàk-z| 
  MaNaaeMaYa&  devMaYa& ivk-aYaRMa( ) 
Sa&SaaÛ GaTYaa Sah TaeNa YaaiTa 
  ivjaNaTatv& Gau<aSaiàraeDaMa( )) 30 )) 

    
sa bhüta-sükñmendriya-sannikarñaà 

manomayaà devamayaà vikäryam 

saàsädya gatyä saha tena yäti 

vijïäna-tattvaà guëa-sannirodham 
    
 saù—彼（その献愛者） ; bhüta—濃密な肉体 ; sükñma—そして希薄な体 ; indriya—感覚 ; 

sannikarñam— 中 立 の 段 階 ; manaù-mayam— 思 考 の 段 階 ; deva-mayam— 徳 の 様 式 の 中 に ; 

vikäryam—自我; saàsädya—超えている; gatyä—その進行によって; saha—〜と共に; tena—それ

ら; yäti—行く; vijïäna—完璧な知識; tattvam—真理; guëa—物質の様式; sannirodham—完全に停

⽌して。 
    
 献愛者は、濃密・希薄な覆いを通過したあと自我の段階に入る。この状態に到達したあと、

中立の状態で物質自然界の様式（無知と激情）と融合し、徳の様式の自我に到達する。このあ

と、すべての自我がマハトゥ・タットヴァのなかに融合し、純粋な自己の悟りの境地に入る。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 純粋な自己の悟りとは、これまでよく話しあってきたように、主に永遠な奉仕をする純粋な

意識です。その結果、主の超越的な愛情奉仕という本来の状態に戻り、そのことが次の節では

っきりと説明されます。主から、あるいは別の方法からでも、報酬を期待せずに主に超越的な

愛情奉仕をする境地は、物質的な感覚が清められて本来の純粋な感覚がよみがえるときに実現

します。ここでは、感覚を清める方法はヨーガ法によるもの、つまり粗雑な感覚が無知の様式
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に入り、希薄な感覚が激情の様式に入る手段で達成される、と言われています。⼼は徳の様式

に属していることからdevamaya（デーヴァマヤ）「神聖な質」、と呼ばれています。⼼の完璧な

浄化は、「私は主の永遠なしもべである」と確信するときに達成されます。ですから、徳の様

式とはいっても物質の様式であることに変わりありませんから、物質的な徳の様式をも超え、

浄化された徳、すなわちvasudeva-sattva（ヴァスデーヴァ・サットゥヴァ）に到達しなくてはなりませ

ん。このヴァスデーヴァ・サットゥヴァが、神の王国に入る助けになるのです。 

 この関係でよく覚えておくべきことは、このような方法で献愛者が徐々に解放されていくと

いう教えは典拠に支えられていても、そもそも現代人はヨーガ修練のことを知らないのだから

実践できない、という点です。ヨーガで生計をたてている人たちが修練するヨーガは、体には

よくても、そのようなちょっとした成功は上記の精神的解放を達成にはあまりにもほどとおい。

5000年前、社会は完璧なヴェーダにもとづいて秩序が保たれ、この節で言われているヨーガは

だれにとっても常識で、ブラーフマナやクシャトリヤはとくに、だれでもブラフマチャリャの

ときから、家庭から遠く離れて精神指導者に導かれながら超越的な技術の訓練を受けていまし

た。しかしいま、その方法を完璧に知る能力はだれにもありません。 

 ですから主シュリー・チャイタンニャは、現代の有望な献愛者のために、次のような特別の

方法をしめして、かんたんに実行できるようにしました。最終的な結果は同じです。最初で最

重要な点は、バクティ・ヨーガの重要性を理解することにあります。さまざまな体を持つ生命

体たちは、過去の活動と反動に応じてさまざまな体に閉じこめられています。しかし、多様な

活動をするうちにバクティ・ヨーガの知識を得た人は、主と精神指導者のいわれのない慈悲を

とおして、主に仕えることの大切が理解できるようになります。誠実な魂は、主の代表者であ

る本物の精神指導者に巡りあうという形で主に助けられます。そのような精神指導者の教えを

とおして、バクティ・ヨーガの種を授かるのです。主シュリー・チャイタンニャ・マハープラ

ブは、バクティ・ヨーガの種を自分の⼼に植え、その種を主の聖なる名前や名声などについて

聞いて唱えるという「水やりの奉仕」をとおして育てるよう勧めています。冒涜することなく

主の聖なる名前を唱えて聞くかんたんな方法に従えば、解放された境地に徐々に導かれていき

ます。主の聖なる名前を唱える３つの段階があります。最初は、冒涜をおかしながら唱えてい

る状態で、二番目は深く集中して唱える段階です。三番目の段階が、冒涜をおかさない唱名で

す。深く集中したきもちで唱える二番目の段階、つまり最初と三番目の中間の段階だけにいる

人だけが、解放の段階に到達できます。その段階では、体は物質界にいるように見えても、冒

涜していない段階にいる人はすでに神の国に入っています。この境地に到達するには、以下の

方法で自分を守らなくてはなりません。 
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 聞いて唱える、とは、ラーマやクリシュナという主の聖なる名前を唱えたり聞いたりするこ

と（すなわち、ハレー クリシュナ、ハレー クリシュナ、クリシュナ クリシュナ、ハレー ハ

レー／ハレー ラーマ、ハレー ラーマ、ラーマ ラーマ、ハレー ハレーという16の名前を規則

正しく唱えること）ですが、献愛者との交流をとおして『バガヴァッド・ギーター』と『シュ

リーマド・バーガヴァタム』を聞くことも欠かせません。バクティ・ヨーガ修練の初期段階で

は、⼼に植えられた種がすでに芽を出しており、そして上記のように、定期的に水をそそぐこ

とでバクティ・ヨーガの蔓は生⻑を始めます。規則正しく栄養を与えればその蔓はどんどん生

⻑し、これまでの節で学んできたように、宇宙の殻を突き破り、きらめき輝く空間・ブラフマ

ジョーティに入り、さらに昇りつづけてヴァイクンタローカという無数の精神的惑星が浮かぶ

精神界に到達します。その惑星群の上にクリシュナローカ、すなわちゴーローカ・ヴリンダー

ヴァナがあり、成⻑しつづけた蔓はそのなかで、主シュリー・クリシュナ・人格主神の蓮華の

御足というやすらぎの場所を見つけます。ゴーローカ・ヴリンダーヴァナで主クリシュナの蓮

華の御足に到達すれば、聞いたり読んだりする水やりの方法、また純粋な献愛奉仕の境地で聖

なる名前を唱える方法は、そこで実を結び、神への愛情という形で成⻑しきった果実は、物質

界にいても、その献愛者は自分ではっきりと味わうことができます。「神への愛」という熟し

た果実は、これまで説明してきた水やりの方法をたえず実践してきた献愛者だけが味わうもの

です。しかし活動する献愛者は、その蔓が切断されないよういつも⼼がけなくてはなりません。

そのためにも、以下の注意点を忘れてはなりません。 

(1) 純粋な献愛者の御足への冒涜は、美しい庭園に入って内部を破壊する狂った象にたとえら

れます。 

(2) 純粋な献愛者の御足へのそのような冒涜をしないよう自分を守らなくてはなりません。蔓

の周囲に囲いを立てるのです。 

(3) 水をかけると周囲の雑草も育ち、その雑草を抜かなければ、肝⼼の蔦、すなわちバクティ・

ヨーガの蔓を育てる妨げになります。 

(4) その雑草とは「物質的な楽しみ」であり、そのなかには個別性を失って絶対者のなかに自

己を没入させること、宗教、経済発展、感覚満足、解放などの望みも含まれます。 

(5) ほかにもさまざまな雑草があり、啓示経典の教えに反抗するとか、不必要な仕事にかかわ

ったり、動物を殺したり、物質的な利益や名声や崇敬を切望することが含まれます。 

(6) 充分に世話をしなければ、水やりの方法も雑草を育てる助けになるだけで、肝⼼の蔓の健

全な発育を妨げ、一番必要な「神への愛」という結実は得られません。 

(7) だからこそ献愛者は、修練の始めから種々雑多な雑草を注意深く抜かなくてはなりません。
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それができてこそ、たいせつな蔓の健全な発育は妨げられません。 

(8) さらにその結果、献愛者は、神への愛という果実を味わい、そして現世でも、主クリシュ

ナといっしょに住み、毎瞬間主を見ることができます。 

 人生の最高完成は、主との交流のなかで人生をいつも満喫することであり、それが味わえる

人は、バクティ・ヨーガ以外の方法で物質界のはかない楽しみを追い求めようとはしません。 

 

第３１節第３１節第３１節第３１節    
    

TaeNaaTMaNaaTMaaNaMauPaEiTa XaaNTa‚ 
  MaaNaNdMaaNaNdMaYaae_vSaaNae ) 
WTaa& GaiTa& >aaGavTaq& GaTaae Ya" 
  Sa vE PauNaNaeRh ivzÂTae_(r) )) 31 )) 

    
tenätmanätmänam upaiti çäntam 

änandam änandamayo 'vasäne 

etäà gatià bhägavatéà gato yaù 

sa vai punar neha viñajjate 'ìga 
    
 tena—その浄化によって; ätmanä—自己によって; ätmänam—至高の魂; upaiti—到達する; 

çäntam—安らぐ; änandam—満足; änanda-mayaù—自然にそうなっている; avasäne—あらゆる

物質的穢れから解放されている; etäm—そのような; gatim—目的地; bhägavatém—献愛奉仕の; 

gataù—〜によって達成される; yaù—その人物; saù—彼; vai—確かに; punaù—再び; na—決して

〜ない; iha—この物質界で; viñajjate—魅了される; aìga—マハーラージャ・パリークシットよ。 
    
 浄化された魂だけが、本来の境地で完璧な喜びと満足を感じ、人格主神とのふれあいという

完成を手にいれる。そのような献愛奉仕の完成を達成した者は、物質界にふたたび⼼が惹かれ

ることも、そして戻ってくることもない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 この節で特筆すべき言葉はgatià bhägavatém（ガティンム バハーガヴァティーンム）です。パラブラ

フマンという最高人格主神の光に没入することは、ブラフマヴァーディーの非人格論者が望ん

でいますが、バハーガティーンムの完成ではありません。バーガヴァタたちは、主の非人格の光

に没入することは求めず、精神界にあるヴァイクンタ精神的惑星の一つで、至高主と個人的に
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ふれあうことを熱望しています。精神界全体にはひじょうに小さな部分・物質界が含まれてお

り、また無限の数のヴァイクンタ惑星で満たされています。献愛者（バーガヴァタ）の最終目

的地はそのヴァイクンタ惑星の一つに入っていくことにあり、そして人格主神はその惑星で無

限の拡張体となって、無数の純粋な献愛者たちとの交流を楽しんでいます。物質界にいる条件

づけられた魂は献愛奉仕をして解放されたあと、このような惑星に高められていきます。いっ

ぽう永遠に解放された魂の数は、物質界にいる条件づけられた魂よりもはるかに多く、かれら

は、このみじめな物質界を訪ねるきもちなどまったくありません。 

 姿も形もないブラフマジョーティの光に没入しようと強く願っている非人格論者には、精神

的な現象世界で個人としての主に愛情をこめて献愛奉仕をすることは考えておらず、そんなか

れらは、川で生まれたあと、大きな海に移り住む魚にたとえることができます。海に入っても、

魚たちはいつまでもとどまることはできません。感覚満足への衝動がかれらをふたたび川を昇

らせ、そして卵を産ませるのです。同じように、物質主義者が限りある物質界で楽しもうとす

る試みに挫折すると、原因の海に没入して非人格的な解放を求めたり、非人格のブラフマジョ

ーティに入ろうとしたりします。しかし、原因の海や非人格のブラフマジョーティの光にすが

っても、感覚的な接触や活動の代わりになる優れたものは得られないため、ふたたび、この限

りある物質界に転落し、誕生と死という車輪のなかに絡まり、感覚満足を求めようとする消す

ことのできない望みに溺れてしまうのです。しかし、献愛奉仕をとおして感覚を超越的な奉仕

に使い、その結果神の国に入り、解放された魂や人格主神と交流する献愛者たちは、物質界と

いう限られた世界に魅了されることはありません。 

 『バガヴァッド・ギーター』（第８章・第15節）でも同じことが確証されており、主は「偉

大なマハートマー、すなわちバクティ・ヨーギーは、わたしの住居に到達したあと、苦しみと

はかさなに満ちた物質界には戻らない」と言っています。ですから、人生の最高完成は主と交

流できるようになることであり、それ以外にはありません。バクティ・ヨーギーは、全霊をこ

めて主に仕えているので、ギャーナやヨーガ、その他の解放にも魅力を感じません。純粋な献

愛者とは100％主の献愛者であり、ほかの何者でもありません。 

 この節では、çäntam（シャーンタンム）とänandam（アーナンダンム）という言葉にも着目すべきで

す。これは、主への献愛奉仕は献愛者に重要な２つの恩恵、すなわち平和と満足を授けること

ができる、という意味です。非人格論者は至高者と一つになろうとしていますが、それは別の

言い方をすれば、自分が至高者になりたいと思っているのです。そしてそれはぜったいにあり

えません。神秘主義のヨーギーはさまざまな神秘的な力を欲しがっているため、平和も満足も

味わうことができません。このように、非人格論者もヨーギーもほんとうの平和や満足を味わ
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えないのですが、献愛者は、完全全体者とのふれあいをとおして完全に平和な⼼と満足感を味

わうことができます。そのような献愛者にとって、絶対者のなかに没入すること、あるいはな

にか神秘的な力を得ることなど、なんの魅力もありません。 

 神への愛を得るのは、すべての魅力から解放されるのと同じです。条件づけられた魂は、宗

教家になるとか、最高の享楽者になるとか、神になるとか、あるいは神秘家のような力を授か

って、好きなものを手にいれたり好きなことをしたりする、という多くの野望をいだいていま

すが、そのどれも、神への眠っている愛情を目覚めさせようとする献愛者によって拒否されま

す。不純な献愛者は、献愛奉仕をして上記の物質的な完成を得ようとしています。しかし純粋

な献愛者は、物質的な望みの影響にすぎない非人格的な推論、そして神秘的な力を得ようとす

る不純なことは一つ欲しがりません。純粋な献愛奉仕をとおして、あるいは人格主神という献

愛者が愛する方のためにする「自発的で、愛するゆえの自発的な活動」をとおして、神への愛

情という境地に入ります。 

 もっとはっきりと言えば、神を愛する境地に到達したいと思う人は、物質的な楽しみへの望

みをすべて捨てなくてはならないのであり、半神の崇拝をやめ、最高人格主神の崇拝だけに没

頭しなくてはならない、ということです。主と一つになる、とか、人々からむなしい崇敬を得

るためにすばらしい神秘的力を得ようとする望みを捨てなくてはなりません。純粋な献愛者は、

主への奉仕に⼼から励み、楽しもうとする期待もありません。そのような⼼がまえが、神への

愛情をもたらし、この節で言われているような、çäntam（シャーンタンム）とänandam（アーナンダ

ンム）の境地に導いてくれるのです。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節    
    

WTae Sa*Taq Tae Na*Pa vedGaqTae 
  TvYaai>aPa*íe  c  SaNaaTaNae c ) 
Yae vE Paura b]ø<a Aah Tauí 
  AaraiDaTaae >aGavaNa( vaSaudev" )) 32 )) 

    
ete såté te nåpa veda-géte 

tvayäbhipåñöe ca sanätane ca 

ye vai purä brahmaëa äha tuñöa 

ärädhito bhagavän väsudevaù 
    
 ete—説明されたすべて; såté—方法; te—あなたに; nåpa—マハーラージャ・パリークシットよ; 
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veda-géte—ヴェーダの見解によると; tvayä—陛下によって; abhipåñöe—適切に尋ねられて; ca—

もまた; sanätane—永遠な真理に関連して; ca—確かに; ye—〜であるもの; vai—確かに; purä—

〜の前に; brahmaëe—主ブラフマーに; äha—言った; tuñöaù—満足して; ärädhitaù—崇拝されて; 

bhagavän—人格主神; väsudevaù—主クリシュナ。 
    
 マハーラージャ・パリークシットよ。あなたの正しい質問に答えた私の言葉はすべてヴェー

ダの見解にもとづいており、永遠な真理でもある。またそれは、ブラフマーから適切に崇拝さ

れて満足した主クリシュナが、ブラフマーに直接語ったことである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 精神界に到達する２つの方法によって物質的束縛から解放されること、すなわち神の国に到

達する直接の方法と宇宙内の他の高い惑星を徐々に通過していく方法が、ヴェーダの見解に正

確に沿ってこれまでしめされてきました。このことについてヴェーダが述べています――Yadä 

sarve pramucyante kämä ye 'sya hådi çritäù/ atha martyo 'måto bhavaty atra brahma 

samaçnute（『ブリハドゥ・アーラニャカ・ウパニシャッド』第４編・第４章・第７節）「⼼

の病である物質的望みすべてから解放された者たちは、死を克服し、アルチ惑星を通過して神

の国に入っていく」。ヴェーダの見解は『シュリーマド・バーガヴァタム』の見解と一致して

おり、後者はシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーによってさらに確証されています。つまり、

真理は最高人格主神・主シュリー・クリシュナ、ヴァースデーヴァからヴェーダの最初の権威

者であるブラフマーに明らかにされた、ということです。師弟継承の流れは、ヴェーダは主ク

リシュナからブラフマーに語られ、ブラフマーからナーラダへ、ナーラダからヴャーサデーヴ

ァへ、そしてヴャーサデーヴァからシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーへと受け継がれてきま

した。ですから、権威者たちのあいだに意見の違いはいっさいありません。真理は永遠ですか

ら、その真理について新しい意見が加えられることはありません。それがヴェーダの知識を知

る方法です。学術的知識や通俗な学者が話す流行の解説で理解すべきことでもありません。付

けくわえることも、取りさることもできない――真理は真理だからです。結局、なにかの権威

を受けいれなくてはなりません。一般人にとって、現代科学者が特定の科学的真理に関連する

権威者です。一般人は科学者の意見に従うものです。一般人は権威に従う、ということでもあ

ります。ヴェーダの知識もそのようにして受けいれられるものです。凡人には、空や宇宙を超

えた世界について主張できるほどの意見はありません。このように私たちは、ヴェーダの見解

を、権威ある師弟継承をとおして理解されてきたように受けいれるべきです。『バガヴァッド・

ギーター』の第４章でも、『バガヴァッド・ギーター』を理解する同じ方法が説明されていま
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す。アーチャーリャが説く権威ある意見に従わないのであれば、ヴェーダの真理を自分の力で

やみくもに追求するしかありません。 

 

第第第第３３節３３節３３節３３節    
    

Na ùTaae_NYa" iXav" PaNQaa ivXaTa" Sa&Sa*Taaivh ) 
vaSaudeve  >aGaviTa  >ai¢-YaaeGaae  YaTaae  >aveTa( )) 33 )) 

    
na hy ato 'nyaù çivaù panthä 

viçataù saàsåtäv iha 

väsudeve bhagavati 

bhakti-yogo yato bhavet 
    
 na—決して〜ない; hi—確かに; ataù—これ以外に; anyaù—それ以外のすべて; çivaù—吉兆な; 

panthäù—方法; viçataù—さまよっている; saàsåtau—物質界で; iha—この生涯で; väsudeve—主

ヴァースデーヴァ、クリシュナに; bhagavati—人格主神; bhakti-yogaù—直接の献愛奉仕; yataù—

その中に; bhavet—〜に帰結する。 
    
 物質宇宙をさまよいつづける者たちにとって、主クリシュナへの直接の献愛奉仕が目的とし

ているほどに吉兆で、そしてかれらを解放させてくれる方法はない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 次の節ではっきりと説明されるように、直接のバクティ・ヨーガ・献愛奉仕は、物質存在と

いう束縛から解放させてくれる絶対的で吉兆な唯一の方法です。物質存在の束縛から解放され

る方法はほかにもたくさんありますが、そのどれをとってもバクティ・ヨーガほどかんたんで

吉兆なものはありません。ギャーナやヨーガの方法、それに類似した修行法は、それだけで実

践する人を解放させることはできません。そのような方法は、多くの誕生を繰りかえしたあと

にバクティ・ヨーガの境地に到達する助けにはなってくれます。『バガヴァッド・ギーター』

（第12章・第５節）では、絶対者の非人格的様相に執着している者たちは、その探求の道で多

くの問題にまきこまれ、経験主義哲学者も絶対真理を探求する生涯をなんども繰りかえしたあ

とに、ヴァースデーヴァの悟りの重要性を悟る（Bg. 7.19）、と言われています。ヨーガの方

法については、『バガヴァッド・ギーター』（第６章・第47節）で、絶対真理を追求する神秘

家たちのなかでも、主への奉仕にいつも励んでいる者がもっとも優れている、と言われていま
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す。そして『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第66節）の最後の教えでも、自己を悟るた

めの、そして物質的束縛から解放されるほかの活動や方法を捨てて、主に完全に身をゆだねる

よう勧められています。そしてすべてのヴェーダ経典の目的は、私たちがぜひとも主への超越

的愛情奉仕を受けいれるよう導くことにあります。 

 『シュリーマド・バーガヴァタム』（第１編）ですでに説明されたように、果報的活動とは無

縁の直接のバクティ・ヨーガ、あるいは最終的にバクティ・ヨーガをきわめる方法は、最高段

階の宗教です。バクティ・ヨーガ以外のどの方法を実践しても、その人はただ時間を無駄にし

ているにすぎません。 

 シュリーラ・シュリーダラ・スヴァーミー、そしてジーヴァ・ゴースヴァーミーをはじめと

するアーチャーリャたちすべてが、バクティ・ヨーガこそ、かんたんで単純明快で、やっかい

な問題に巻きこまれない、そして人類にとっての幸福の源である、と断言しています。 

 

第第第第３４節３４節３４節３４節    
    

>aGavaNa(  b]ø k-aTSNYaeRNa i}arNvq+Ya MaNaqzYaa ) 
TadDYavSYaTa( kU-$=SQaae riTaraTMaNa( YaTaae >aveTa( )) 34 )) 

    
bhagavän brahma kärtsnyena 

trir anvékñya manéñayä 

tad adhyavasyat küöa-stho 

ratir ätman yato bhavet 
    
 bhagavän—偉大な人物ブラフマー; brahma—ヴェーダ; kärtsnyena—要約することで; triù—３

回; anvékñya—綿密に検査した; manéñayä—学識的集中; tat—それ; adhyavasyat—それを確かめ

た; küöa-sthaù—⼼の集中と共に; ratiù—魅力; ätman (ätmani) —最高人格主神シュリー・クリシ

ュナに; yataù—〜によって; bhavet—そのように起こる。 
    
 偉大な人物であるブラフマーは、高い集中力と一意専⼼の思いでヴェーダを３回学び、内容

を綿密に研究したあと、最高人格主神シュリー・クリシュナへの魅力こそが、宗教の最高完成

であると確信した。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーはここで、最高のヴェーダの権威者で、主の
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質的化身である主ブラフマーについて言及しています。ヴェーダは、物質創造界の始めにブラ

フマジーに教えられました。ブラフマジーは人格主神から直接ヴェーダの教えを聞いたのです

が、ヴェーダを学ぶ将来の生徒たちの探求⼼を満足させるために、すべての学者が通常するよ

うに、ヴェーダを３回研究しました。高い集中力で、ヴェーダの目的に思いを集中させて研究

し、その方法をすべて入念に調べたあと、最高人格主神シュリー・クリシュナの純粋無垢な献

愛者になることが、すべての宗教原則のなかでもっとも気高いものである、と確証しました。

そしてこれこそが、人格主神によってしめされた『バガヴァッド・ギーター』の最後の教えで

す。ヴェーダの結論はこうしてすべてのアーチャーリャによって受けいれられ、この結論に反

論する者たちは、『バガヴァッド・ギーター』（第２章・第42節）でヴェーダ・ヴァーダ・ラ

タ（veda-väda-rata）にすぎない、と説明されています。 

 

第３５節第３５節第３５節第３５節    
    

>aGavaNa( SavR>aUTaezu l/i+aTa" SvaTMaNaa hir" ) 
d*XYaEbuRÖyaidi>ad]Ría    l/+a<aErNauMaaPakE-" )) 35 )) 

    
bhagavän sarva-bhüteñu 

lakñitaù svätmanä hariù 

dåçyair buddhy-ädibhir drañöä 

lakñaëair anumäpakaiù 
    
 bhagavän— 人 格 主 神 ; sarva— す べ て ; bhüteñu— 生 命 体 の 内 に ; lakñitaù— 見 ら れ る ; 

sva-ätmanä—自己と共に; hariù—主; dåçyaiù—見られるものによって; buddhi-ädibhiù—知性によ

って; drañöä—見る者; lakñaëaiù—さまざまな兆候によって; anumäpakaiù—仮説によって。 
    
 人格主神・主シュリー・クリシュナは、すべての個々の生命体のうちに住んでいる。そして

この事実は、見るという行為をとおして、そして知性ある人物に助けられて、知覚したり仮定

したりすることができる。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 論争の対象として、主は目に見えないのだから、主に身をゆだねたり、超越的愛情奉仕をし

たりできるものだろうか、と言われることがあります。そういう一般の人のために、シュリー

ラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが、判断力と知覚力を使って至高主を見る有益な助言
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がなされています。じっさい主は感覚で見たり感じたりすることはできませんが、真の奉仕の

精神を持つ純粋な献愛者には主の慈悲による啓示があり、主の存在をいつでもどこでも見るこ

とができます。そして知性は、人格主神のパラマートマーという完全分身の「導きの姿」であ

ることがわかります。パラマートマーがすべての魂のなかにいることは、ふつうの人にでもか

んたんにわかります。次のように考えればいいのです。「自分」という認識があり、自分の存

在をはっきり感じることができます。すぐには感じられないかもしれませんが、少しでも知性

を使えば「自分は体ではない」とわかるはずです。自分の手、足、頭、髪の毛、体などはすべ

て体の部分であることはわかりますが、それらを「自分」とは呼べません。ですから、知性を

使えば、見られている物体と自分を別々に見ることができるはずです。そこですぐに結論でき

るのは、生命体は、人間であろうと動物であろうと「見ている者」であり、自分以外のほかの

物を見ている、という点です。つまり、見る者と見られる物はそれぞれ別の存在だということ

です。このように知性を少しでも使えば、物質的視野から自分を超えたものを見ようとする生

命体は、独自に見たり動いたりする力がないことがかんたんにわかります。私たちは、なにを

してもなにを見ても、さまざまな結合やエネルギーをとおして私たちに与えている物質自然界

のエネルギーに依存しています。知覚や動作のための５つの感覚、すなわち(1)聴覚、 (2)感触、 

(3)視覚、 (4)味覚、(5)嗅覚、そして活動のための５つの感覚である(1)手、 (2)足、 (3)発言、

(4) 排泄器官、(5) 生殖器官、そして３つの希薄な感覚である(1) ⼼、(2) 知性、(3) 自我（合

計13）が、物質界のエネルギーのさまざまな配慮をとおして私たちに与えられています。そし

て私たちが見たり聞いたりしているのは、自然界のエネルギーが作りだした無尽蔵の並び替え

と結合にすぎないこともはっきりしています。このことがふつうの生命体には独立した知覚や

運動の力がないことを決定的に証明しているのですから、そして物質界のエネルギーによって

条件づけられていることを私たち自身が感じているのですから、見ているのは精神魂であり、

知覚の対象物や、それを見たり聞いたりしている感覚も物質的だと結論することができます。

見る者の精神的質は、自分が「物質的に条件づけられた存在」という限られた状態にいること

への不満として表わされています。それが精神と物質の違いです。特定の器官が発達すること

で物質が見る力と動く力を作りだす、とする賢くない意見がありますが、それは受けいれられ

ません。物質が生命体を作りだしたことをだれも実験で証明していないからです。「未来をあ

てにしてはいけない、どれほど楽しそうに見えても」という言葉があります。物質が発達し、

やがて精神魂になる、という考えは無意味で愚かです。物質が発達して見る力や動く力になっ

たなどという話は、世界のどこでも聞いたことがないからです。ですから、物質と精神は明確

に異なる２つの要素であり、知性を使えばこの結論に辿りつきます。このことから、ちょっと
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した知性を使って周囲の対象物を見るとき、だれかを「知性を使う者」あるいは「知性を指揮

する者」として受けいれれば、物体が動きだす理由もわかります。知性そのものは、自分より

も高い権威者のように私たちに指示を与えるものであり、生命体は知性を使わなければ、見る、

動く、食べる、あるいはなにかをすることはできません。知性を活用できない人は混乱し、だ

から生命体は知性に依存し、あるいはより優れた生物の指揮に依存するものです。その知性は

遍在しています。どの生命体も自分なりの知性をそなえており、この知性がある高い権威から

の指揮だと考えられるのですから、父親が子どもを動かしている状況と言えます。その高い権

威者が、すべての個々の生命体のうちにいる超自己なのです。 

 ここまで調べてきた時点で、次のような質問をする人がいるかもしれません。ある意味では、

私たちの知覚や活動はどれも物質自然の配慮によって条件づけられていても、私たちはよく「私

は見ている、私はしている」という言い方をします。ですから、私たちが自己と肉体を同じも

のと考えているから知覚と動作という物質的感覚が動き、そして超自己という優れた存在が私

たちの望みに応じて導いたり供給したりしていると言うことができます。私たちは、知性とい

う形の超自己の導きに従うことで学びつづけたり、「私はこの体ではない」という結論に従っ

て生きたり、まちがった物質的同一視のなかにいつづけることを選んだり、自分が所有者とか

活動者というように空想したりすることもできます。自由になれるかどうかは、無知な物質的

誤解を望むか、あるいは真実の精神的概念を望むかにかかっています。私たちは、超自己（パ

ラマートマー）を友人や案内人として認めることで、そして知性をパラマートマーという優れ

た知識に一致させることで、真実の精神的概念に辿りつくことができます。超自己と個々の自

己はどちらも精神的存在ですから、どちらも質的には同じであり、物質ではありません。しか

し両者が同じレベルにあるはずがありません。なぜなら、超自己が指示を出し、知性を供給し、

そして個々の自己がその導きに従うことで行動が適切に行なわれるからです。個々の自己は完

全に超自己の導きに依存しています。なぜなら、個々の自己は毎瞬間、物質を見たり、聴いた

り、考えたり、感じたり、願ったりすることで超自己の指揮に従っているからです。 

 判断力は、３つの要素、すなわち物質、精神、超精神で構成されています。『バガヴァッド・

ギーター』、あるいはヴェーダの知性に耳を傾ければ、この３つの要素がすべて最高人格主神

に依存していることがわかります。超自己は最高人格主神の部分的表われ、あるいは完全分身

です。『バガヴァッド・ギーター』は、最高人格主神が自分の部分的表われだけで物質界全体

を支配していることを確証しています。神は偉大であり、個々の自己への単なる命令供給者で

はありません。ですから超自己は、至高の自己であるプルショッータマ・絶対人格主神の完全

な表われではありえません。個々の自己が超自己を悟ることは自己の悟りの始まりであり、そ
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の悟りが高まるにつれて、知性を使い、権威ある経典に助けられて、そしてなによりも主の慈

悲によって最高人格主神を悟ることができます。『バガヴァッド・ギーター』の内容は、人格

主神シュリー・クリシュナの予備的概念であり、『シュリーマド・バーガヴァタム』は主神の

科学がさらに深く説明されたものです。ですから、自分の決意に堅く立脚し、木という体のな

かで鳥が別の鳥といっしょに枝に⽌まっているように（ウパニシャッドで説明されているよう

に）知性の指揮者の慈悲を求めれば、ヴェーダの啓示情報の目的は私たちに確かにしめされ、

最高人格主神・ヴァースデーヴァをかんたんに理解できるようになります。ですから、知性あ

る人は、知性を駆使した生涯をなんども経たあとに、『バガヴァッド・ギーター』（第７章・

第19節）が確証するように、ヴァースデーヴァの蓮華の御足に身をゆだねるようになります。 

 

第第第第３６節３６節３６節３６節    
    

TaSMaaTa(  SavaRTMaNaa raJaNa( hir" SavR}a SavRda ) 
é[aeTaVYa" k-IiTaRTaVYaê SMaTaRVYaae >aGavaà*<aaMa( )) 36 )) 

    
tasmät sarvätmanä räjan 

hariù sarvatra sarvadä 

çrotavyaù kértitavyaç ca 

smartavyo bhagavän nåëäm 
    
 tasmät—ゆえに; sarva—すべて; ätmanä—魂; räjan—王よ; hariù—主; sarvatra—どこでも; 

sarvadä—いつも; çrotavyaù—聞かなくてはならない; kértitavyaù—讃えられて; ca—もまた; 

smartavyaù—思い出されて; bhagavän—人格主神; nåëäm—人間によって。 
    
 王よ。すべての人間が、いつでも、どこにいようとも、至高主・人格主神について聞き、讃

え、思いおこすことはどうしても必要なことである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、tasmät（タスマートゥ）「ゆえに」という

言葉でこの節を始めています。解放を授ける吉兆な方法として、バクティ・ヨーガという崇高

な方法に優るものはない、と前の節で説明しているからです。バクティ・ヨーガの方法は、聞

く、唱える、思いおこす、主の蓮華の御足に仕える、崇拝する、祈る、愛情をこめて奉仕をす

る、友好的に主と接する、自分が持っているものをすべて主に捧げる、などのさまざまな方法
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をとおして献愛者によって実施されます。これら９つの方法はどれも真実であり、そのいくつ

か、あるいは一つだけでも修練すれば、誠実な献愛者に望ましい結果をもたらしてくれます。

しかし、この９つの方法のなかでも、最初の方法、すなわち聞くことは、バクティ・ヨーガの

方法のなかでも最重要とされています。充分に、そして正しく聞かなければ、どの方法でも上

達できません。そして聞くためだけに、すべてのヴェーダ経典が用意されているのであり、そ

れは神の力強い化身であるヴャーサデーヴァのような権威ある人物によって編纂されました。

そして、主は万物の超霊魂であることが確証されているのですから、主のことはどこでもいつ

でも聞かれ、讃えられなくてはなりません。それが人間に与えられた特別の義務です。遍在す

る人格主神について聞くという方法を人間が捨てれば、人間が作った機械を介して伝達される

ゴミ情報を聞く犠牲者になります。機械を介して主について聞くという利点があるのですから、

機械が悪いというわけではありません。不純な目的のために機械が使われているから、人間文

化の基準に急激な堕落を作りだしているのです。ここでは、聞くという行為は人間にとって義

務である、なぜなら『バガヴァッド・ギーター』や『シュリーマド・バーガヴァタム』のよう

な経典はそのために用意されているのだから、と言われています。人間以外の生物にヴェーダ

経典を聞く能力はそなわっていません。人間社会がヴェーダ経典を聞く方法を採用すれば、社

会全体の基準を堕落させる不敬な人間が響かせている不敬な音の犠牲にはなりません。聞く方

法は、唱える方法によってさらに堅固になります。完璧な情報源から完璧に聞いた人は、遍在

する人格主神の存在を確信しますから、さらに熱⼼に主を讃えるようになります。ラーマーヌ

ジャ、マドゥヴァ、チャイタンニャ、サラスヴァティー・タークラ、そしてほかの国ではマホ

メット、キリスト、他の人物たちなど、偉大なアーチャーリャたち全員が、いつも、そしてど

の場所でも主を広く讃えてきました。主は遍在する方ですから、主を讃えることは、いつでも、

どこでも必要なことです。主を讃える方法を実践することで、時間や空間の制限はありません。

こ れ を サ ナ ー タ ナ ・ ダ ル マ （ sanätana-dharma ） 、 あ る い は バ ー ガ ヴ ァ タ ・ ダ ル マ

（bhägavata-dharma）といいます。サナータナ（sanätana）は、「永遠な、いつでも、どこで

も」という意味です。バーガヴァタ（bhägavata）は、「バガヴァーン、すなわち主に関連して

いる」という意味です。主は、あらゆる時と空間の主人ですから、主の聖なる名前はどうして

も、世界のどこであっても唱え、讃えられ、思いだされるべきです。この方法が実践されれば、

世界中の人々が⼼から待ち望んでいるほんとうの平和と繁栄がもたらされます。またca（チャ）

という言葉には、上記のように、バクティ・ヨーガのほかの方法すべても含まれている、とい

う意味がこめられています。 
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第３７節第３７節第３７節第３７節    
    

iPabiNTa Yae >aGavTa AaTMaNa" SaTaa& 
  k-QaaMa*Ta&  é[v<aPau$e=zu SaM>a*TaMa( ) 
PauNaiNTa Tae ivzYaivdUizTaaXaYa& 
  v]JaiNTa TaÀr<aSaraeåhaiNTak-Ma( )) 37 )) 

    
pibanti ye bhagavata ätmanaù satäà 

kathämåtaà çravaëa-puöeñu sambhåtam 

punanti te viñaya-vidüñitäçayaà 

vrajanti tac-caraëa-saroruhäntikam 
    
 pibanti—飲む者; ye—〜である彼ら; bhagavataù—人格主神の; ätmanaù—もっとも愛しい方の; 

satäm—献愛者の ; kathä-amåtam—そのメッセージの甘露 ; çravaëa-puöeñu—耳の穴の中に ; 

sambhåtam—完全に満たされて ; punanti—浄化する; te—彼らの ; viñaya—物質的な楽しみ; 

vidüñita-äçayam— 穢 れ た 人 生 の 目 標 ; vrajanti— 戻 っ て 行 く ; tat— 主 の ; caraëa— 足 ; 

saroruha-antikam—その蓮華の近くに。 
    
 聴覚を使って、献愛者が愛してやまない主クリシュナの甘露あふれるメッセージを飲み、そ

の魅力に完全に没頭する者たちは、物質的楽しみというよごれた人生の目標を清め、やがて、

神のもとに、主（人格主神）の蓮華の御足のもとに帰っていくのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
    
 人間社会の苦しみは、穢れた人生の目的、すなわち物質資源の支配が原因です。人類が感覚

満足のために、まだ開発されていない資源を搾取すればするほど、かえって主の幻想・物質エ

ネルギーによって騙され、こうして世界の苦しみは減るどころか、さらに深刻になっていきま

す。生活に必要なものは、穀物、ミルク、くだもの、木材、石材、砂糖、絹、宝石、綿、塩、

水、野菜などの形で主から供給されており、世界中の、いや宇宙のすべての惑星に住む人間や

ほかの生物を含めた生命体が生きていける充分な量が用意されています。供給源は完璧ですか

ら、正しい方法をとおして必需品を手にいれるために人間がわずかなエネルギーを使いさえす

ればいいのです。機械、道具、巨大な鉄工プラントに頼っても、不自然に快適な生活を作りだ

しているにすぎません。快適な暮らしというものは、不自然な必要物に頼るのではなく、質素

な生活と高邁な思考で可能になるのです。人間社会の最高完成の思考が、ここでシュカデーヴ
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ァ・ゴースヴァーミーによってしめされています。それは、『シュリーマド・バーガヴァタム』

を充分に聞く、ということです。カリという現代に生き、完璧な人生のビジョンを失った人々

にとって、『シュリーマド・バーガヴァタム』は真実の道を照らしだすたいまつの灯りです。

シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーは、この節で使われているkathämåtam（カタハームリ

タンム）について解説し、『シュリーマド・バーガヴァタム』は人格主神の甘露あふれるメッセ

ージである、と述べています。『シュリーマド・バーガヴァタム』を充分に聞くことで、物質

を支配しようとする穢れた人生の目的はなくなり、世界中の一般大衆は知識と喜びにささえら

れた平和な生活が送れるようになります。 

 純粋な献愛者にとって、主の名前、名声、質、交流者たちにまつわる話題はどれも⼼地よく、

さらにその話題が、ナーラダ、ハヌマーン、ナンダ・マハーラージャ、ヴリンダーヴァナの住

人たちのような偉大な献愛者たちに認められているのですから、そのメッセージが超越的で⼼

と魂にも⼼地よいものであることは当然です。 

 そして『バガヴァッド・ギーター』のメッセージと、次に『シュリーマド・バーガヴァタム』

のメッセージを絶えず聞きつづける人は、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーがこの節で請け

あっているように、人格主神に到達し、巨大な蓮華に似たゴーローカ・ヴリンダーヴァナとい

う精神的惑星で主に超越的な愛情奉仕をするのです。 

 この節で勧められているように、バクティ・ヨーガの方法をそのまま受けいれ、主の超越的

なメッセージを充分に⼼ゆくまで聞けば、主の非人格的ヴィラートゥを瞑想することなく、物

質的な穢れを洗い流すことができます。そしてバクティ・ヨーガを修練しても物質的な穢れか

ら浄化されないのであれば、その人は偽物献愛者に違いありません。そのような詐欺師には、

物質的な束縛から解放される治療法はありません。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第２編・第２章、

「⼼のうちに住む主」の要旨解説を終了します。 


